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序

約二十年前、痛同町ではどのような承 らしが営ま狼ていたので しょうか。

この問い掛けに各えることのできる竜跡の秀扱線をが子1行さ撤ます。本書で

線をさ薇る上yFA竜跡は、その項に集落が曽ま薇ていた竜跡として知 ら狼て

いる竜跡です。

⌒口、Цミ 上野凸象の竜賂疫虞工事が実沌さよることになり、工事に九立

つ発扱調査が実施さ薇ました。調査場所は竜跡の係理にあたり、竜跡の見ネ

を形成する流賂が確認さ狼ました。また、出土品のほとんどが鑓史時代前蜘

に位置づけさ薇るものです。中でも漆を全った可台bl■をもつ土暴片の出土は、

土暴塗友例として県内最士となるもので注目さ狼ます。

調AJLが隣接する台lt■では、地芸の調査により住居跡の存左が雅熟さ薇

ています。そこでは兄れ も集落が曽ま薇ており、発振成果はその生い立ちを

知る上で夫坊な「史料」となるものです。本書が、いにしたの基らしを介る

手掛かりとして活用さ撤、埋蔵史化財に対する保護意哉の向上の一助となる

ことを願います。

最後になりましたが、調査の実施と無を言の子1行にあたり、多くの御協力

とをP理解を頂きました地えの方々、関係考の皆様に深 く惑謝申し上げます。

千咸 15年 3月

福同町数有委員会

教育長 汚口 仲也
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1.本書は富山県西砺波郡福岡町上野に所在する上野A遺跡の発掘調査報告書である。

2.調査は、町道上野西線道路改良工事に先立ち、福岡町建設課の委託を受けて、福岡町教育委員

会が調査主体となって実施 した。
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当し、教育次長佐伯邦夫が総括 した。
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※試掘調査期間 。対象面積   平成ll年 9月 29日 ～10月 1日 :1,800ぽ

※平成13年度本調査期間・面積  平成13年9月 10日 ～11月 2日 :700ぽ

5.本書の編集・執筆・写真撮影は、福岡町教育委員会文化財保護主事栗山雅夫が担当した。

6.土層の色調については、『新版 標準土色帳』 1/Jヽ 山正忠 。竹原秀雄編著、1967)|こ準 じている。

7.本書の図版の遺物番号は実測図 。写真図版 ともに統一 している。

8.付章において四柳嘉章氏から玉稿を賜った。記 して謝意を表 したい。

9.本書で使用 した遺構の略記号は以下のとおりである。

土坑―SK、 溝―SD、 その他―SX

10。 調査グリッドは町道に沿って任意に設定した。X軸は国土座標 (第Ⅶ系)か ら9′ 35〃 西偏する。

標高は海抜高である。

H.発掘調査・整理作業・報告書作成にあたって、下記の参加を得た。

竹下真由美

12.出土遺物及び記録資料は、福岡町教育委員会が保管 している。

13.現地調査及び本書の作成に際 して下記の諸氏 。関係機関から御指導・御教示・御協力 を得た。

記 して謝意を表 します。

島田修―・高梨清志・山本正敏・富山県埋蔵文化財センター・上野自治会
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第 1章 遺跡の立地と歴史的環境

第 1節 地理的環境

福岡町は富山県西部に位置し、県のほぼ中央に位置する呉羽丘陵を中軸に見立てると西側にあたる

「呉西」と呼ばれる地域に含まれている。町の北西は石川県と県境を接しており、呉西地域の中でも

北西端に位置している。町域は58。 62k皿2ぁ り、このうち1/4は平野、残る3/4を丘陵が占めている。

南東に向けて広がる平野部と北西の向かって延びる丘陵部の境界付近は、小矢部川が流れている。こ

のうち平野部は砺波平野の北西端にあたり、小矢部川・庄川によって形成される複合扇状地の扇端部

となっている。また、丘陵部は宝達山を主峰として能登半島に連なっている。

北東に向けて流れる小矢部川は、平野部を三分しており左岸を「川西」、右岸は「川東」の俗称で

呼ばれている。「チ|1西」地区は「西山丘陵」の麓にあり、谷筋と尾根筋が複雑に入り組んでいる。

調査地が位置する上野地区は「川西」にあり、標高約30mの台地上に形成され遺跡の本体もこの

部分に広がっている。台地の南北は比高差約5mの段丘崖によって切り立っており、北側の段丘下が

今回の調査地である。さらに北側へ100m程いくと開析谷にぶつかり、その東西を標高約100mの丘

陵が取り巻いている。

第 1図 調査地周辺地形図 (1/50,000)
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第2節 歴史的環境と周辺の遺跡

1.歴史的環境

調査地が位置する上野集落は、明治22年 (1889)イこ施行された町村制では西五位村に属していた。

昭和29年 (1954)、 西五位村・五位山村・赤丸村と福岡町が合併したことで、現在の福岡町に編入

され現在に至っている。

近代以前に目を転じると、江戸時代の史料までは上野村の記録が確認されている。しかし、五位庄

に属していた中世段階まで遡ると上野村の名は記録されておらず、東側に隣接する向田村の名が記さ

れるにとどまる。福岡町史によれば、「上野」の命名由来は向田村の上流にある原野であったためと

されており、両村の歴史的な繋がりの深さを知られる。

旧西五位村から旧赤丸村の山際、「西山丘陵」の麓には古代北陸道が通っていたと推定されており、

小矢部市や高岡市域では発掘調査によって確認されている場所もある。この旧道を地元では「山根道」

と呼んでおり、その痕跡の一部は現在も遺存していることが確認されている。この「山根道」沿道の

集落は、地形的に河川氾濫の影響を受けにくい場所に立地しており、小矢部川右岸地域に比べて古く

から開発が行われた地域である。こうした傾向は近世加賀藩の村高における税率にも反映されており、

小矢部川右岸地域のそれに比べて1.5～ 2倍 もの税が課せられている。右岸地域の税率が越中国の平

均的な値とされるなかでそれを大きく越え、さらに越中国最高税率が左岸地域の村に散見されること

をみても、この地域が古くから開発された場所であったことが知られる。

2.周辺の遺跡

周辺の縄文遺跡は、上野A遺跡の東に隣接する上野B遺跡のほか調査地北側に開く谷内で上野北A

遺跡、上野北B遺跡等が確認されている。また、2km余 り西方には縄文時代の遺跡として著名な小矢

部市桜町遺跡がある。なお旧石器時代の遺跡も確認されているが、それらの遺跡は丘陵をさらに北へ

進んだ標高200mを越える場所で分布が確認されている。

ところで、周辺で大勢を占める遺跡は丘陵に連なる古墳群と丘陵間を占める山上に築かれた中世の

山城・砦である。古墳群をみると、調査地北側の丘陵地には上野西古墳群・上野古墳群・平尻山古墳

群 。上五位神社古墳群といった円墳を主体とする群集墳が所在しており、こうした古墳群は横穴墓群

とともに広く西山丘陵一帯に広く分布している。このことから、往時の集落が麓に広がっていたこと

は容易に推測されるが、これまでのところ当該遺跡の発掘調査を行なった事例がないため詳細は明ら

かでない。しかし、古代の遺物はしばしば採集されており、本遺跡においても過去の調査で9～ 10世

紀代の須恵器も少量出上していることから付近に集落遺跡が存在するのは確実といえる。

また、特筆すべき遺跡としては、上野西古墳群内の上向田経塚を挙げることができる。昭和35年

(1960)頃、この経塚から12世紀後半～13世紀前半に作られた珠洲焼の経筒が刀子や鋼製品と一緒

に掘り出され、現在、その経筒は町指定文化財として町歴史民俗資料館で保管されている。さらに、

平尻山を越えた約2にm北東には、谷に面して町指定史跡「西明寺塚五輪塔」がある。13世紀末～14世

紀の年代が与えられるこの五輪塔は県内でも古い段階のものである。立地状況などから寺院の存在も

推定されている五輪塔造立の背景には、鎌倉幕府五代執権北条時頼の廻国伝説と関わりも伝承されて

おり、連綿と続く遺跡の痕跡を辿ることができる場所である。

-2-



第2図  明治42年地形図 (1/50,000)

1.上野A遺跡 2.上野B遺跡 3.上野西古墳群 4.上向田経塚
5.上野古墳群 6。平尻山古墳群 7.上五位神社古墳群 8。上野北A遺跡
9。上野北B遺跡 10。上向田古墳群
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第3図  周辺の遺跡 (1/25,000)



第2章 調査の概要

第 1節 調査に至る経緯

平成H年 6月 、町道上野西線の道路改良工事計画が町建設課から町教育委員会にもたらされた。工

事は、未舗装の現道を拡幅 して舗装するもの

で、水田部を50cm～ lm程盛土することで現

道の高さまでかさ上げするものである。この

時点での工事予定は、平成 H年度 に測量、

平成 12年度から東側から工事に着手 し平成

16年度末に完成するということであった。

これに対 して、教育委員会側では工事予定

地が周知の埋蔵文化財包蔵地である上野A遺

跡 と上野B遺跡を横断するように計画 されて

いたことから、工事による掘削の影響を受け

る水田部分を対象に試掘調査を行い遺跡の保

護措置の有無を確認 したい旨を説明し、稲の

刈取 り後に調査を実施することで合意 した。

平成 H年 8月 2日 付で埋蔵文化財発掘の通

知 を受け、9月 29、 30日 、10月 1日 に試掘

調査 を実施 した。試掘 トレンチは計12本設

定 した。調査は基本的にバックホーを用いた

が、杉林の中も調査対象地に含まれていたた

め人力による トレンチも3本合んでいる。調

査の結果、上野B遺跡では保護措置を必要と

する遺構・遺物は確認されなかったが、上野

A遺跡に設定 した6～ 8Tに おいて縄文時代

前期を中心とする遺物と同時期の溝が確認 さ

れた。 このため、6～ 8T設定区間の延長

90m、 約700ド の水田部分の保護措置を必

要 とする報告をおこなった。

この報告を踏まえて建設課で検討された結

果、法線を変更するなどの現状保存は困難で

あるとの結論に達した。工事自体は保護措置

を必要としない事業地東端から着工 されたた

め、記録保存のための発掘調査は平成13年

度に行 うことで合意し、平成13年の9月 ～10

月の約 1.5ヶ 月間で現地調査を実施 した。

2T

3T

と
引
壬

｀
    6T

｀    7T

▼IFゝ耳

旬

第4図  試掘 トレンチ位置図 (1/3,000)
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第2節 過去の発掘調査

平成元年 (1989)、 今回の調査地から約50m南の段丘上 (比高差約6m)に おいて、車庫の建替え

に伴う発掘調査が実施されている。調査の概要は『富山県 福岡町上野A遺跡 発掘調査概要』 (福

岡町教育委員会1992)で報告されている。発掘面積は50∬ と狭いが、その内容は今回の調査内容と

も関連するため簡単に紹介しておくこととする。

調査地点は上野A遺跡のほぼ中心に位置しており、周辺の田畑では耕作中に縄文土器が表採される

ことが多い場所である。立地や表採遺物の質・量からみて、集落の本体付近であることは間違いない

ものと考えられる。

検出された遺構は、縄文前期の直径約4mの竪穴住居 1棟で内部には地床炉 (径 50cm、 深さ6cm)

と貯蔵床 (径 lm、 深さ50cm)が確認されている。柱京 (径30cm)が 2箇所検出された床面は南側に

傾斜しており、仮設的な上屋が存在していたとされている。

遺物は、縄文土器 (前期 。中期)・ 磨製石器・くぼみ石・石錘・石匙・石槍・ナイフ状石器・石

屑・炭化栗、弥生土器 (後期)、 須恵器 (9～ 10世紀)が整理箱にして8箱分出土した。遺物の主体は

縄文時代前期にあり、竪穴住居もこの時期のものとされている。縄文前期の上器はA～ Hの 8類に分

類され、蜆ヶ森正式・同Ⅱ式、福浦上層式・同下層式におさまるものとされている。中でも住居跡で

は前期中葉の蜆ヶ森Ⅱ式、もう1箇所の上器集中地点では福浦上層式が多く出土しており大きく2つ

の時期が想定されている。このほか住居跡を中心に石器が比較的多く出土している。石鏃等の完形

品 。未製品のほかチップ状の石屑も多く出上しており石器を製作していた可能性も指摘されている。

一

Z―

3

基本土層
!,表 土

2,黒色土

3.灰黒色土
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＼
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＼
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第5図  1989年本調査遺構図 (1/80)
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第3章 調査の成果

第1節 調査方法と経過

1.調査計画

試掘調査結果に基づく発掘調査範囲は、縄文土器が出土した溝を中心とし、西側に厚く堆積する泥

炭層の一部を含めた所までとした。泥炭層には葦などの車本類が大量に包含され、直径50cmを超え

る倒木も試掘時に確認されていた。試掘結果では、この泥炭層は縄文時代まで遡ることが層序の検討

から推定されたが、出土遺物は無く大半は調査区外としている。しかし、調査地の立地は遺跡境界付

近であるものと考えられ、集落を取り囲む古環境調査も今回の調査の重要項目と捉えていたことから

泥炭層の一部については調査区内に含めた。花粉分析等による古植生の復元など自然科学分析調査は、

パリノ・サーヴェイ鯛に委託し、その成果は付章に掲載している。

なお、詳細な調査計画は「富山県埋蔵文化財発掘調査基準」に基づき期間・費用を積算した。調査

体制は調査員1名、調査補助員1名、作業員10名 、調査期間は1.5ヶ 月で算出している。

2.現地調査

重機による表土掘削後、調査区の形状に合わせて2mを一区画とする調査グリッドを設定した。調

査で使用したグリッドはXO～ 3、 Yl～44で、XlYlは国家座標のX座標77568.970451、 Y座標―

23965.832463、 XlY43がX座標77608.830430、 Y座標-23891.892067で ある。グリッド設

定後、平板で調査区の概略図を作成し、遺物包含層掘削・遺構精査 。遺構掘削をおこない記録をとっ

た。

今回の調査では、前述したように古環境の復元も重要な調査項目としたことから、泥炭層に含まれ

る種実の採集も実施した。全体のグリッドに従って設けたlm四方のグリッド (XlY3)イこついて、

検出面から30cm単位の深さで分層・土壌の取り上げを行い、全て洗浄した。洗浄後、土層別に種実

を分類した上で自然科学分析の資料として同定に出した。

遺構平面図は、RCヘ リコプターによる空中写真測量により図化をおこなった。

調査日誌抄

9/10 現況空撮・事務所設営・機材搬入

9/12 表土掘削

9/14 グリッド設定

9/17～10/4 遺物包合層掘削・遺構検出

3.遺物整理

出土遺物の洗浄 。注記は現地事務所で発掘調査と並行して作業した。事務所撤収後は、福岡町埋蔵

文化財整理室に搬入し整理作業を進めた。作業は調査員1名 と調査補助員1名の2名で担当し、分類・

接合・実測作業を行った。出土遺物には赤色顔料が付着した縄文土器片も含まれていたことから、漆

器文化財科学研究所に委託し塗膜分析を実施した。その成果は付章に掲載している。こうした基礎記

録作業を経て調査結果の検討を行い、発掘調査報告作成のために図版作成・遺物写真撮影を実施した。

10/5～23 遺構検出・遺構掘削

10/24 空 撮

10/25 機材搬出

10/26～H/2 埋め戻し完了し、現地調査終了
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第フ図 調査グリッド図 (1/500)第6図 調査区位置図 (1/2,000)
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第2節 基本層序

調査地の基本層序は西側ほど複雑な土層で形成 されている。これは、先述 した泥炭地が西に存在す

るためである。今回の調査では、古環境復元の祝点から基本層序に関する自然科学分析も実施 してお

り、ここではその成果を織 り交ぜながら、主として考古学的知見による基本層序観を記すこととする。

基本的な土層は、大きく1～ 3層 に分割 した。

1層は国場整備を経た後の上層で、水田耕作上にあたるものである。圃場整備による掘削が表土直

下から始まるため、下層との層界は平坦で画然である。

2層 は遺跡の形成時期の上層である。a～ cの 3層 に分層でき、土質の相違によりa層は I～ Ⅲ層に3

分割 し、c層 は I・ Ⅱ層に分割 した。灰色系統の土色をもつ2a層は、粘性が非常に強 く人力での掘削

を困難なものにした。発掘当初はこの土層から遺物を包含するものと推定 していたが、遺物の出土 は

散漫である。主に遺物が出土するのは2b層 と2c層である。2b層は植物遺体を含む黒褐色の粘質土で、

この土層下部から2c層 にかけて遺物が出土する。2層の土層 と土器型式差は明確に分離されない。ま

た、2aⅢ 層では縄文中期前半「新崎式」段階の上器片が出土 している。2b層に合まれていた植物遺

体の放射性炭素年代測定は、BP4570年 ±200の値 を示 しており、その上部は縄文中期まで下るの

であろう。遺構は2b層中から掘 り込むが、縄文晩期以降の土層は削平を受けている。

3層 は地山である。a～cの 3層 に分割 した。3a層が砂分を含む緑灰色のシル トで形成 され調査区東

側に広がるのに対 して、西側では3b層が広がる。3b層は暗赤褐色のシル トで植物遺体を多く含み、

直径20cm大の木材 も混在 している。この層に含まれる木材 (カ エデ属)の放射性炭素年代測定は

BP5190年 ±100年余のとなる。 2層 目の年代測定結果 とあわせ ると、土層の放射性炭素年代 は

BP4570年～BP5190年間に営まれた遺跡と捉えることができる。

出土遺物の年代観を検討すれば、主体となる遺物は蜆 ヶ森式～福浦上層式段階であり、縄文時代前

期後葉を主体としており、整合性のとれた結果といえる。

基本層序の堆積環境を検討 してみよう。植物遺体を含む黒色土と灰色粘質土が繰 り返 し堆積するさ

まは、樹木や低草が生育する湿地・沼状の環境と植物の生育がみられない時期が何度か交互 したこと

を示 しているものと思われる。このことは小矢部川の後背湿地でありながら、なおかつ北側の西山丘

陵の開析谷内に立地するという地形要因の複雑性に興るところが大きいといえる。なお、付章の自然

科学分析の項でも堆積環境について言及 しているので、参照いただきたい。

東

2b                    2cI

第8図 基本層序模式図
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第 10図 遺構平面図 (平面 1/100、 断面1/20)
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第3節 遺 構

調査により検出した遺構は、縄文時代前期後葉の溝 1条 と自然流路、そして弥生時代中期後半～後

期前半頃に埋没 した溝が 1条検出された。ここではそれらの遺構の規模や埋没状況などに触れ、その

存続時期について記 しておきたい。

溝 S D01

調査区のほぼ中央で確認された遺構で、北の開析谷から流れ出て、南の河岸段丘に直交する。上端

幅約1.5m、 下端幅約1,Om、 検出面からの深 さは50cmを 測 り、西にクランクして調査区を横断する。

埋土は3層から成 り、上からa層 :灰オリーブ粘質土、b層 :オ リーブ灰色シル トを主体に黒褐色シル

トと緑灰色砂がブロック状に入る、c層 :緑灰色砂となる。溝の断面は逆台形状を呈 し、その上層は

2c層によって覆われている。埋上のうちb層から縄文時代前期後葉蜆 ヶ森式から福浦上層式に相当す

る土器群を主体に福浦下層式～新保式段階の遺物が出土 している。3cm大以上の遺物430点余の原位

置とレベルを記録 したところ、平面散布状況は5つのブロックにまとまりをもち標高24.lm付近に集

中する。遺物の土器型式と平面散布状況にはつながりがみられず、また単一土層での出土状況から遺

物が原位置を保っている可能性は低いと考えている。

溝底には木材 (ト ネリコ属)が埋没 しており、この木材の放射性炭素年代はB P5230年 ±約100

年の値を示 している。赤色顔料が塗布された土器片や石鏃、黒曜石の剥片等も出土 している。溝は砂

層を掘 り込んで築かれ、周辺の植物遺体が腐食したピー ト層が形成 (3cm厚 )さ れた後、b層 が土器

を伴って流入する。この後、沼状となりa層の粘質土が堆積したと考えている。

出土遺物及び、溝内の木材と溝を覆う2c上層にあたる2b層の放射性炭素年代波I定結果から、溝が

機能 していた時期はBP5230年一BP4570年と考えることができる。ただし、2c層の粘質上が20cm

程堆積していることから、清が埋没した時期はBP4570年 より遡ることは確実である。

計
Y17

計
Y17

第 11図 溝SD01遺物分布図 (平面図1/100、 断面図1/40)
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自然流路SX01

調査区の西端において、自然流路と考えられる遺構SX01の左岸部分を検出した。この流路は試掘

調査により、調査区外の西側にも延びることがわかっている。流路は調査区と平行 して流れながら、

南に振れて調査区外へと延びている。地形からは、流路は台地にぶつかって崖線と平行 して流れてい

くものと思われる。

埋土はa～ dの 4層で構成 され、b層はさらに I・ Ⅱの2層 に分かれる。埋土は、基本的に植物遺体

と密接に関係するものであり、上層は植物遺体が未分解で樹根なども多く含まれるピー ト層で、下層

はそれらが分解された黒色系統の粘質土である。埋没状況からは、新旧の2本の流路が重複 している

ことが観察できた。新 しいものはa・ b層 が基本層序の 2a皿 層より上層を流れ、古いほうはcod層

が基本層序の3b層を削って流れている。流路幅は新 しい方が広 く幅4m以上、古いものは幅2.3m以

上を測 り、深 さは1.lm以上である。立地状況から右岸部分は集落が形成 されている台地の崖線下ま

で延びているものと考えられる。新旧の埋土は、流路中心により近いところでは整然と堆積している

が、岸辺では2a Ⅱ層と2aⅢ 層が両者の間に挟みこまれている。

a層 に含まれた木材 (ク リ)放射性炭素年代は2360年±90年余の値を示すが、これより上位の土

層は耕作上によって削 られており、流路の埋没年代を確定させることはできない。遺物はc層 とd層

に含まれる。出土遺物は蜆ヶ森式～福浦上層式でありSDOlと 同じ時期を与えることができる。この

ことから豊富な植生環境に周囲を囲まれた自然流路SX01は縄文前期後葉頃に形成 され、土器が混在

するなど人為的な働きかけが行われる中にあったことが想像 される。しかし、縄文中期以降、洪水に

よる粘質上が岸を覆い流路内を侵蝕 し流路幅が狭くなる段階を迎えるものの、流路自体は存続 してお

り、その後再び流路は拡張する。前述したように完全に埋没した年代は不明であるが、少なくとも縄

文晩期頃まではその機能を維持 していたものと考えられる。

なお、植物遺体の採集を目的に掘 り下げたlmグ リッドでは、c層 に該当する土層で、赤色顔料を

塗布 した土器片が出土 しており、SD01と の繋がりが注目される。

溝SD02

調査区の東側で自然流路の可能性が高い溝を確認 した。清は北から南に流れ、調査区の東端まで幅

約37m、 確認面からの深 さは約 lmを測る。川筋は調査区とほぼ直交するが、若千東に振れる。埋

土はa～ fの 6層から成 り、シル ト質の土壊を主体としており締まりはよい。遺構確認面はlb層直下で

あり、SX01と 同様上層は削られている。溝は2a皿層を削って形成 されており、基本層序の堆積年代

からは縄文時代中期以降の形成年代が想定される。

粘性が強いd層の黒褐色シル ト層からは、縄文晩期中葉の中屋式、弥生時代中期後半～後期前半に

位置付けされる天王山式土器が出土 した。d層に含まれていた木材 (カ エデ属)の放射性炭素年代は

BP2320年 ±80年の値を示 しており、出土遺物との整合性は保たれている。これらのことから溝は、

縄文時代中期以降～縄文晩期頃に形成されたことが理解されるが、限定的な遺物の出土状況から縄文

晩期に近い時期を想定 している。埋没年代は弥生後期以降と推定されるが、上層が削られており明ら

かでない。同様の性質をもつのはSX01で あり、それよリー段階新 しい時期の自然流路がこの遺構で

ある。
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第4節 遺 物

出土遺物を整理箱に換算すると、20箱程度となる。遺物の多くは縄文時代前期後葉の溝SD01か ら

出上 している。調査地が集落縁辺部の流路を中心とする場所であるため、細片と化 し摩滅 しているも

のも少なくない。本来ならば、器形を復元 し器種構成を明らかにして土器を分類 し、その型式年代等

を論 じていくべきであるが、今回の出土遺物はこの作業を不可能としている。よって、本書ではこれ

までの縄文時代前期―中期の編年成果を参考に、文様構成の視点を主 として出来る限り土器型式に当

てはめる分類方法を採った。破片中心であり、帰属する型式判断を迷うものも少なからず存在してお

り、器形による型式分類が主流の土器研究には逆行することは十分認識しているが、今回の調査目的

のひとつは上野A遺跡の遺跡の年代観を得ることにあり、困難を承知でこの方法を用いた。

ところで、遺物には土器・石器のほか、自然遺物も出上している。SX01内では1.5mほ どの樹木が

数本確認され、それらは不規則に横倒しになっていた。樹根を確認できなかったので、念のため加工

痕を観察したが、その痕跡はみえなかった。また、腐食した土壌に混在するようにして、クルミやヒ

シなど種実や葉、昆虫の羽根のようなものを相当数確認している。これらのうち、種実遺体について

はSX01にlm四方のグリッドを設定 (XlY3)し、30cm単位の深度で四段階に分割して土を取り上げ

洗浄した。レベル換算すると25.Om～23.8mの範囲となる。種実同定などの詳細は付章の「上野A

遺跡の自然科学分析」を御覧頂きたい。

1.縄文土器 (1～ 12フ、 130～136)

遺物は、縄文時代前期中葉の福浦下層式～縄文時代中期前棄後半の新崎式に収まる土器群と清

SD02内から縄文晩期中棄中屋式と考えられる条痕文土器が確認された。前者の土器群は清 S D01内

の遺物が大半を占め、縄文前期後葉、蜆ヶ森式～福浦上層式を主体としている。基本層序の2a Ⅲ層、

即ち溝SD01よ り上層部分で出土した新崎式と考えられる土器片1点 を除くと、遺物は縄文前期後葉

の粋内で纏りを持つ。各土器型式は縄文時代前期後葉の枠組みの中でほぼ確立された編年体系を持つ

ものと理解しているが、各型式が同一土層から出土するためそれらの時期差は層位的に明確ではない。

まず、最も古い段階に属するものとしては、円形竹管文や連続爪形文を施す福浦下層式と考えられ

る遺物 (1、 2)が極少数あり、この遺跡の最古段階のものとなる。

続く蜆ヶ森正式段階になると遺物は急激に増加する。粘土紐を貼付けた隆起線文であるのか、指で

摘みあげたりヘラナデによる微隆起線文であるのか、摩滅した個体ではその識別が困難となるが、 I

式とⅡ式はそれほどの量比の差無く出土している。粘土紐を貼り付けて隆起線文とした上に縄文で刻

み目を施すものがあり、それらは蜆ヶ森正式の中でも古い段階におかれるものである。また、水平な

口縁部に穴を穿った縁孔土器 (有孔浅鉢)と される諸磯C式併行のもの (131)も 含まれている。

蜆ヶ森Ⅱ式と次の土器型式である福浦上層 I式 との間に位置する一群として、王下する2・ 3条の

結節浮線文を持つもの、また結節浮線文のみで文様構成されるものが一定量を占めている。そして、

鋸歯状印刻文に結節浮線文を組み合わせる福浦上層 I式に相当するものが土器組成の筆頭を誇る量比

を占める。鋸歯状印刻文に半隆起線と組み合わせる福浦上層Ⅱ式も一定量を占めるものの、正式に及

ぶほどではない。口縁の内外面に連続する爪型文を直線的に施す福浦上層式併行、北白川下層Ⅲ式と

思われる土器 (34)も 1点存在する。
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極細い、俗にソーメン状と形容 される粘土組を器壁に貼 り付けた土器 も十数点確認でき、これらは

朝 日下層式の範疇として捉えている。真脇遺跡の調査報告によって形式設定が提唱された「真脇式」

と呼ばれる土器群をさらに分離することは破片資料で構成 される今回の遺物では不可能であるが、古

手のものが「真脇式」とされる段階にあるという意味で遺物観察表では括弧記載 している。また、半

裁竹管文によって口縁部に格子文を施すものもあり、それらは半裁竹管による半隆起線文という視点

で新保式に合めているが、遺物総体のなかでみると朝日下層式と密接した関係にあるものと考えている。

以上が、溝SD01の遺物を中心とした縄文土器の様相である。これ以降のものは前述 したとおり縄

文中期前葉の新崎式 (133)、 縄文晩期中葉の中屋式 (127、 130)が確認できるが、その量は極めて

限られている。

なお、特筆すべき遺物としてSD01の b層から出土 した125と SX01のC層から出土 した土器片126が

ある。土器内面はベンガラによって赤彩 され、この膠着液として漆を使用 している可能性が高いと判

断されている。分析の詳細は付章を御覧頂 くとして、ここでは、土器塗装に漆を用いる点で県内最古

例 となるものであることを報告 しておきたい。

2.弥生土器 (128、 129)

SD02か ら弥生時代中期後半・後期初頭に位置づけされる天王山式土器が出土 した。この上器型式

の詳細については、石川1990、 2000に 詳 しい。この土器は東北に出白を持ち、県内においても十

数箇所で出土例がある (上野1974、 上市町教委1982・ 1999、 高梨ほか2000な ど)。 福岡町におい

ても、下老子笹川遺跡 (栗山1998)、 江尻遺跡 (栗山2002)で出土 している。

遺物は甕3個体分であるが、1個体は小破片のため図示 していない。128は 口径22cmを測 り、口縁

部の最上部に吹きこぼれのような煤が厚 く付着 している。口縁部から頸部にいたる「くびれ」はほと

んどみられない。日縁部には2条の平行沈線、1条の下開き連弧文、頸部に2条の平行沈線が施 される

が概 して浅めの沈線である。外面は丁寧にヨヨナデされている。129は外面に煤が大量に付着 し、磨

消縄文が充填 される。口径は24cmを 測 り口唇部には交互刺突を施 しているが、摩滅 しており不明瞭

である。日縁部には2条の平行沈線 とその直下にやはり2条の波状文 (=上開き連弧文)を施す。頸

部も口縁部と同様に2条を1単位とする平行沈線→波状文が施文 されている。頸部の文様帯からわず

かに間隔を空けた胴部文様帯になると、確認できるだけで6条の波状文が施文されている。

3.縄文石器 (137～ 144)

出土 した石器の大半は縄文前期の溝SD01か らである。図化掲載 した石器は全てこのSD01の出土遺

物である。石材をみると、頁岩・鉄石英・蛇紋岩・黒曜石に加え、灰白色の流紋岩系石材の剥片が多

く目をひく。SD01か ら出土 した石器は、多くの縄文前期の遺物を伴 うb層からのものであり、上層

をパ ックされている堆積状況と共伴遺物の存在を合わせ考えると同時期の年代を与えることができる

ものである。製品別にみると剥片が多くを占めるが、折れた磨製石斧の存在や遺跡内における立地を

考えるなら、これらは生産に関係するものでなく廃棄 したものと考えている。

137、 138は石匙である。137は縦型で頁岩製、138は横型で鉄石英を石材として用いている。139、

140は蛇紋岩を石材とする磨製石斧である。ともに刃部が欠損 しており、出土 したのは基部である。

141～ 1441ま承け十である。 141が黒曜石、 142が泥岩、 143。 144が流紋岩を石材 としてとヽる。
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第 1表 遺物観察表 (1)

NO Y 迫構 層序 器 種 法 旦 土器型式 備   考

1 1 SD01 b 深鉢 福浦下層式 上部 :連続爪形文

2 SD01 b 鉢 福浦下層式 斜行する列点文

SD01 b 深鉢 口径 20cm 蜆ヶ森 I式 上部 :隆起線文 下部 :縄文

4 SD01 b 深 鉢 口雀安24cm 蜆ヶ森 I式 隆起線文 縦貼付粘土紐上に刻み

5 SD01 b 深鉢 回雀豊26cm 蜆ヶ森 正式 隆起線文

SD01 b 深鉢 蜆ヶ森 I式 隆起線文

7 SD01 b 深鉢 蜆ヶ森 I式 波状口縁の波頂部 隆起線文

1‐2 22-2〔 SD01 b 深鉢 口雀螢30cm 蜆ヶ森 正式 隆起線文

1 SD01 b 深鉢 蜆ヶ森 正式 隆起線文

1 SD01 b 深鉢 蜆ヶ森 I式
隆起線文上を撚糸圧痕 貼付粘土紐の上下は

ヘラで押圧

1 SD01 b 深 鉢 蜆ヶ森 I式 隆起線文

1 SD01 b 深鉢 蜆ヶ森 I式 隆起線文

SD01 b 深鉢 蜆ヶ森 正式 波状口縁の波頂部付近 隆起線文

14 SD01 b 深鉢 蜆ヶ森 I式 隆起線文 回唇部に斜行刻み 粘土紐断面丸い

1 SD01 b 深鉢 蜆ヶ森 I式 波状口縁 隆起線文 半裁竹管押圧

ユ SD01 b 深鉢 蜆ヶ森 I式 波状口縁 小突起

SD01 b 深鉢 蜆ヶ森 I式 隆起線文上に縄文押圧

SD01 b 深鉢 蜆ヶ森 I式 縄文 隆起線文上に刻み

SD01 b 深鉢 蜆ヶ森 I式 口縁下の隆起線文上にキザミ

SD01 b 深鉢 口宿:30cm 蜆ヶ森Ⅱ式 微隆起線文

SD01 b 深鉢 口径18cm 蜆ヶ森 I式 微隆起線文

SD01 b 深鉢 蜆ヶ森Ⅱ式 微隆起線文

SD01 b 浅鉢 蜆ヶ森Ⅱ式 微隆起線文

1 SD01 b 深鉢 蜆ヶ森Ⅱ式 微隆起線文 縄文

1 SD01 b 深鉢 蜆ヶ森Ⅱ式 微隆起線文

2 SD01 b 深鉢 蜆ヶ森Ⅱ式 微隆起線文

1 SD01 b 深鉢 蜆ヶ森 I式 微隆起線文 縄文

1 SD01 b 深鉢 蜆ヶ森Ⅱ式 微隆起線文

SD01 b 深鉢 蜆ヶ森Ⅱ式 波状口縁 微隆起線文

1 SD01 b 深鉢 蜆ヶ森Ⅱ式 微隆起線文

1 SD01 b 深鉢 蜆ヶ森Ⅱ式 微隆起線文

1 SD01 b 深鉢 蜆ヶ森Ⅱ式 微隆起線文 渦巻文

1 SD01 b 深鉢 蜆ヶ森Ⅱ式 口縁部 :小突起

SD01 b 深鉢 口径16cm 北白川下層Ⅲ式 ? 口縁内外面、突帯上に連続爪形文 (C字 )

SD01 b 深鉢 福浦上層式―古 垂下 結節浮線文 無文地

SD01 b 深鉢 福浦上層式―古 斜行する結節浮線文 無文地

SD01 b 深鉢 福浦上層式一古 垂下 結節浮線文 無文地

SD01 b 深鉢 福浦上層式―古 結節浮線 無文地
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第2表 遺物観察表 (2)

NO. X 追構 層序 器 種 法 畳 土器型式 備  考

SD01 b 深鉢 福浦上層式―古 3条結節沈線文 無文地

40 SD01 b 深鉢 福浦上層式一古 4条結節沈線文 無文地

41 SD01 b 深鉢 福浦上層式―古 結節沈線文

1 SD01 b 深鉢 福浦上層式―古 垂下浮線 結節沈線文

娼 1 SD01 b 深鉢 福浦上層式―古 垂下浮線

SD01 b 深鉢 福浦上層式―古 結節浮線文

1 SD01 b 深鉢 福浦上層式―古 結節浮線文 無文地

1 SD01 b 深鎌 福浦上層式―古 結節浮線文 2条垂下浮線 (刻み、結節)

1 SD01 b 深鉢 福浦上層式―古 結節浮線文

48 ユ SD01 b 深鉢 福浦上層式―古 結節沈線 縄文地

SD01 b 深 鉢 福浦上層 I式 上部 :隆起線文 下部 :縄文

SD01 b 深鉢 口径30cm 福浦上層 I式 突起 結節浮線文

SD01 b 深鉢 口径16cm 福浦上層 正式 横結節浮線 斜行結節浮線

SD01 深 鉢 福浦上層正式 平行結節浮線文 斜行結節浮線文

SD01 深鉢 福浦上層 正式 斜行結節浮線文 結節浮線文

SD01 b 深鉢 福浦上層 I式 結節浮線による渦巻文

SD01 b 深鉢 福浦上層 正式 垂下結節浮線 横結節浮線文

SD01 b 深鉢 福浦上層 I式 結節浮線文

SD01 b 深鉢 福浦上層 正式 結節浮線文

1 SD01 b 深鉢 福浦上層 I式 口唇部にキザミ 横結節浮線文

2 SD01 b 深鉢 福浦上層 I式 波状口縁 結節浮線文

1 SD01 b 深鉢 福浦上層 正式 結節浮線文

1 SD01 b 深鉢 福浦上層 正式 横結節浮線文 斜行結節浮線文

1 SD01 b 深鉢 福浦上層 正式 横結節浮線文 斜行結節浮線文

SD01 b 深鉢 福浦上層 I式
豆腐状突起 結節浮線文 鋸歯状印刻 (陰刻)

文 横結節浮線文

SD01 b 深鉢 福浦上層 I式 鋸菌状印刻 (陰刻)文 結節浮線文 小突起

ユ SD01 b 深鉢 福浦上 I式 口唇部波状文 結節浮線文

SD01 b 深 鉢 福浦上層 I式 波状口縁 鋸歯状印刻 (陰刻)文 結節浮線文

1 SD01 b 深 鎌 福浦上層 正式 平行沈線 鋸歯状印刻 (陰刻)文

SD01 深鉢 福浦上層 正式 鋸函状印刻 (陰刻)文

1 SD01 b 深鉢 福浦上層 I式 結節浮線文 縄文地

1 SD01 b 深鉢 福浦上層 正式 結節浮線文

1 SD01 b 深鉢 福浦上層正式 粘土紐貼付波状文

ユ SD01 b 深鉢 福浦上層 正式 結節浮線文

2 SD01 b 深鉢 福浦上層正式 横結節浮線文 波状結節浮線文

74 1 SD01 b 深鉢 福浦上層 正式 斜行結節浮線文 縦結節浮線文

SD01 b 鉢 福浦上層 I式 結節浮線文 縄文地

1 SD01 b 深鉢 福浦上層 I式 大型結節浮線文
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第3表 遺物観察表 (3)

NO X Y 遺構 層序 器 種 法 量 土器型式 備  考

2 SD01 b 深鉢 福浦上層 正式 結節浮線文

SD01 7T内 深 鉢 福浦上層 I式 横結節浮線文

1 SD01 b 深鉢 福浦上層 正式 斜行結節浮線文 横結節浮線文

1 SD01 b 深鉢 福浦上層 I式 結節浮線文 縄文

1 SD01 b 深鉢 福浦上層 I式 斜行結節浮線文 横結節浮線文

1 SD01 b 深鉢 福浦上層 正式 粘土紐貼付波状文

1 SD01 b 深鉢 福浦上層 I式 渦巻文 結節浮線文

1 SD01 b 深鉢 福浦上層 I式 結節浮線文 渦巻文 結節浮線文

SD01 b 深鉢 福浦上層 正式 渦文結節浮線文 横結節浮線文

８６ SD01 b 深鉢 口径18cm 福浦上層Ⅱ式 結節浮線文 横沈線文

SD01 b 深鉢 福浦上層正式 結節浮線文で菱形に充填

SD01 b 深鉢 福浦上層Ⅱ式
大突起 中突起 (豆腐状) 結節浮線文 鋸

歯状F口刻 (陰刻)文 半隆起線文

SD01 b 深 鉢 福浦上層Ⅱ式 縦半隆起線文

SD01 b 深鉢 福浦上層Ⅱ式 渦巻文帯半隆起線文 横半隆起線文

SD01 b 深鉢 福浦上層Ⅱ式 鋸歯状印刻 (陰刻)文 半隆起線文

SD01 b 深 鉢 福浦上層Ⅱ式 突起 鋸歯状印刻文帯

1 SD01 b 深鉢 福浦上層正式 半隆起線文

1 SD01 b 深鉢 福浦上層 Ⅱ式 波状口縁 半隆起線文

l SD01 b 深鉢 福浦上層 Ⅱ式 結節浮線文 半隆起線文

l SD01 b 深鉢 福浦上層Ⅱ式 小突起 鋸歯状印刻文 半隆起線

l SD01 b 深鉢 福浦上層Ⅱ式 鋸歯状印刻文 半隆起線文

l SD01 b 深鉢 福浦上層Ⅱ式 渦文半隆起線文 貼付波状文

l SD01 b 深鉢 福浦上層Ⅱ式 斜行 ?半隆起線文 平行半隆起線文

l SD01 b 深鉢 福浦上層Ⅱ式 縦半隆起線文

SD01 b 深鉢 朝日下層式(真脇式) 粘土紐貝占付 ジグザグ文

SD01 b 深鉢 朝日下層式(真脇式) 波状粘土紐貼付 縄文 粘土紐貼付

1 SD01 b 深鉢 朝日下層式(真脇式) 粘土紐貼付 ジグザグ文 結節浮線文

3 SD01 b 深鉢 朝日下層式(真脇式) 横貼付文 ジグザグ文

? ? SD01 b 深鉢 朝日下層式(真脇式) 粘土紐貼付

106 3 SD01 a 深鉢 朝日下層式 装飾突起部分 格子目文 (洗線)

1 SD01 b 深鉢 朝日下層式 粘土紐貼付 縄文

1 SD01 b 深鉢 新保式 格子文 (半裁竹管)

1 SD01 b 深鉢 新保式 格子文 (半裁竹管)

1 SD01 b 深鉢 新保式 半裁竹管文

1 3 嵌 01 ～ d 深鉢 福浦下層式 斜行沈線 沈線

1 4 SXO] 2b 深鉢 蜆ヶ森 I式 隆起線文上に刻み 粘土紐員占付上に縄文押圧

1 4 SうζЭl d 深鉢 蜆ヶ森 I式 隆起線文

1 4 S_X01 2b 深鉢 蜆ヶ森 I式 隆起線文 縄文
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第4表 遺物観察表 (4)

NO Y 遺構 層序 器 種 法 量 土器型式 備  考

1 5 SX01 2b 深鉢 蜆ヶ森 正式 縄文 隆起線文

1 3 SXCll C～ d 深鉢 蜆ヶ森Ⅱ式 隆起線文、lmG

1 3 SX01 C～d 深鉢 蜆ヶ森Ⅱ式 隆起線文、lmG

1 3 Ⅸ 01 2b 深鉢 蜆 ヶ森 Ⅱ式 隆起線文 縄文

1 3 Ⅸ 01 C～d 深鉢 蜆ヶ森Ⅱ式 微隆起線文、lmG

1 SX01 C～d 深 鉢 蜆ヶ森Ⅱ式 過巻文帯 微隆起線文、lmG

1 3 SD901 2b 深鉢 福浦上層 I式 結節浮線文

122 1 3 Ⅸ 01 C～ d 深鉢 福浦上層 I式 横結節浮線文 、lmG

1 3 Ⅸ 01 C～ d 深鉢 福浦上層 I式 結節浮線文を菱形充填、lmG

1 3 SX01 C～ d 深鉢 福浦上層Ⅱ式 渦巻文帯、lmG

SD01 b 蜆ヶ森～福浦上層期 赤色漆膜

1 図 1 C 蜆ヶ森～福浦上層期 赤色漆膜

1 SD02 d 深 鉢 中屋式 斜行条痕文

3 SD02 甕 口径22cm 天王山式系土器 2条の平行沈線 波状文 ヨコハケメ調整

1 SD02 b 甕 口径24cm 天王山式系土器 刺突 平行沈線 山形文 磨消縄文

130 ユ 深鉢 中屋式 条痕文

3 2a Ⅱ
縁孔

土器
諸磯 c式系 有孔浅鉢 (蜆 ヶ森Ⅱ～福浦上層 I式期)

2 7 2aⅢ 深鉢 福浦上層Ⅱ式 半隆起線文

1 2aⅢ 深鉢 新崎式 引き下ろす半隆起線文 半隆起線に刻み

ユ 2b 深鉢 福浦上層 正式 渦巻文 結節浮線文

1 11 2b 深鉢 福浦上層Ⅱ式 半隆起線による渦巻文帯

深鉢 口径30cm 蜆ヶ森 I式 隆起線文 断面三角形 縄文

NO X 遺構 層序 器 種 法  量 石 材 備   考

SD01 石匙 長さ3.5cm、 幅5.6cm、 重量13.8g 頁岩

3 SD01 b 石匙 長さ3.4c畑 、幅3.8cm、 重量7.3g 鉄石英

SD01
製

斧

磨

石
長さ4.6cm以上、幅4.8cm、 重量50.8g 蛇紋岩 刃部欠損

1 SD01
製

斧

磨

石
長さ3.3cm以上、幅3.5cm以 上、重量13.8g 蛇紋岩 欠損大

SD01 剥片 長さ3.9cm、 幅2.6cm、 重量10.4g 黒曜石

SD01 剥 片 長さ3.9cm、 幅4.Ocm、 重量18.3g 頁岩

SD01 剥 片 長さ3.5cm、 幅3.4cm、 重量■,4g 流紋岩

SD01 剥片 長さ4.5cm、 幅3.8cm、 重量248g 流紋岩
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第4章 結 頚
田

これまでに本遺跡で発掘調査が行われたのは一度のみでしかも小面積であり、その様相はまだまだ

未解明である。遺跡本体の集落域が台地上に広がっていることは、遺物の散布状況によってある程度

窺い知ることができ、今後上野A遺跡の性格を解明していく上で、集落が営まれた時期を遺物によっ

て絞 り込んでいく基礎的な作業は欠かすことが出来ないものと考えている。

今回の調査地は一括廃棄された土器捨て場でなく、時間をかけて「自然的」に集積した遺物と捉え

ているが、こうした遺物の年代を明らかにすることは集落が営まれた時期を反映するものと予想され

る。ここでは遺跡の主体時期である縄文時代の上器型式組成比を呈示し、その遺跡像を描いておきたい。

上野A遺跡の縄文土器

型式認定した出土遺物264点 を、型式毎にグラフ化したものが第17図である。

蜆ヶ森式～福浦上層式段階の遺物で9割以上を占め、さらに福浦上層式だけでも7割弱を占めてお

り遺跡の主体時期がこの時期、即ち縄文時代前期後葉であると理解される。縄文晩期中頃に比定でき

る条痕文土器は、天王山式土器 (弥生中期後半 。後期初頭)が混じる溝SD02か ら出土しており、遺

跡自体は縄文中期以降も存続した可能性を指摘できる。しかし、それらの遺物量は前期遺物に比べる

と圧倒的に少なく、集落の衰退や移動を想定しうるものである。台地上の集落域の調査でも、縄文前

期を下ると中期中葉上山田 I式段階の遺物が極少数出土しているに過ぎない。さらに時代を下っても

弥生終末期の月影式段階の壺や9～10世紀の須恵器が僅かに出土するに止まっている (久々1992)。

今回の調査で得られた遺物組成は、先の調査結果と極めて近似した様相を示しており、集落域の年

代観を忠実に反映したものとすることができる。現時点では、数段階の土器型式を跨ぐほど連続性を

持った遺物が確認できるのは縄文前期後葉前後の枠組内しかないことが指摘できる。

本遺跡の上器群を、出土点数の量比で分類すると次の 4群に分けることができる。

第1群 福浦下層期 (3点 )

第2群 蜆ヶ森 正式期～福浦上層Ⅱ式期 (244点 )

第3群 朝日下層～新崎式期 (15点 )

第4群 中屋式期 (2点 )

破片数 比 率

福浦下層式 3 1.1%

蜆ヶ森 正式 47 17.8%

蜆ヶ森正式 21 8.0%

北自川下層Ⅲ式 1 0.4%

福浦上層式 (古 ) 28 10.6%

福浦上層 I式 109 41.3%

福浦上層正式 38 14.4%

朝日下層式 10 3.8%

新保式 4 1.5%

新崎式 1 0.4%

中屋式 2 0.7%

計 264 100.0%

第 17図 縄文土器組成図
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このうち、遺跡の主体時期は第 1群～第3群となり、縄文前期中葉～縄文中期前葉後半といえる。

このうち遺構に伴 うものは溝SD01で出土 したもので、福浦下層～新保式段階にあたるものである。

遺物の個別説明は前出遺物観察表をご覧頂きたい。

最後に、福浦上層式と蜆ヶ森Ⅱ式との接点となりうる土器群 (本書では「福浦上層式古」と表記)

について触れておきたい。福浦上層式や蜆ヶ森式の上器型式の研究史については先学の研究成果があ

るので割愛させて頂く。ここで示す土器群は、真脇遺跡の発掘調査報告書 (高堀ほか1986)で報告

されている「第4群土器 蜆ヶ森式期」の蜆ヶ森Ⅱ式土器と「第5群土器 福浦上層式期」の古手と

される土器群である。

粘土紐を貼り付けた隆起線文から指やヘラを用いて「シワ」状に変化した細・微隆起線文に変化す

る蜆ヶ森正式→蜆ヶ森Ⅲ式という流れは、その後続型式として鋸歯状印刻文に結節浮線文、半隆起線

文を組み合わせる福浦上層正式→福浦上層Ⅱ式へと引き継がれることがこれまでの研究により明らか

とされている。そして、蜆ヶ森Ⅱ式の最も新しいものに、主として無文地に口縁部から垂直に下る結

節浮線文を施す一群 (越坂1983、 高堀ほか1986な ど)と 、福浦上層式の最も初期のものとして結節

浮線文のみで文様構成される一群が想定されている (高橋1982、 加藤1997な ど)。 今回の調査で出

土した該期の上器は、垂下結節浮線文をもつ蜆ヶ森Ⅲ式でなく、福浦上層期の古手に位置付けできる

ものが多い。本書では、隆起線文から結節浮線文への流れを重視し、数少ない垂下結節浮線文をもつ

土器片も福浦上層式古段階に含めて報告している。蜆ヶ森式から福浦上層式への変換点をどこに見出

すか。その線引きは簡単ではないが、本遺跡が蜆ヶ森式期と福浦上層式期を繋ぐ時期にあたり、今後

の調査次第ではこの変換点を明確にできる資料を提示できる可能性を持つことを報告しておきたい。

上野 A遺跡の天王山式土器

東北に出自をもつこの上器は、日本海側の

各地を伝って南下しながら北陸各地へと到達

することが想定されており、その最も南下し

た遺跡は福井県鯖江市の持明寺遺跡とされて

|ゝ る (石ナI12000)。

県内においてこの土器がまとまりをもって

出土 した遺跡 としては、本遺跡の約10 km北

東に位置する高岡市の頭川遺跡 (現在は間尽

遺跡に名称変更)と 、本遺跡から東に約4.5

km離れた福岡町下老子笹川遺跡を挙げること

ができる (上野1974、 栗山1998)。 これま

でに出上が確認された遺跡を地図上にプロッ

トすると (第 18図 )、 主要河川近 くに立地す

る弥生集落遺跡での検出例が多いことが理解

されるが、丘陵地での出土例 もあり注意が必

要である。

このうち、頭川遺跡例は表採遺物であるが、
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第18図 天王山式土器出土遺闘位置図
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櫛描文が混在する弥生土器、古墳～中世と幅広い年代の遺物が確認されている。遺跡の立地をみると、

上野A遺跡と同様に西山丘陵の麓を流れる小矢部川左岸、河岸段丘上に遺跡は所在 している。開析谷

を背後に控え、谷から流れ出る川が遺跡に直交する様は極めて本遺跡と類似 した環境にある。

一方、下老子笹川遺跡出土例は、個人住宅の建築に伴う発掘調査によるもので、ただ1点 の櫛描文

の土器を除いて、全て天王山式上器で占められている。弥生後期～終末期の集落が調査地点の100m

余東に近接 し、そこでは在地の上器が主体で検出されている (富文振1997・ 1998)。 遺跡は、庄川

と小矢部川によって形成された複合扇状地の扇端部に位置 しており、埋没河川も存在するが概ね平坦

な微高地上に集落が営まれている。同様の立地状況をもつ遺跡には、舟橋村浦田遺跡 (高梨 。越前

2000)が あり、櫛描文を主体とする土器群に混 じって天王山式系統の上器が数個体出土 している。

北陸においては頭川遺跡や下老子笹川遺跡出土例のような天王山式土器の単独集中現象はあまりみら

れず、上述した浦田遺跡や福岡町江尻遺跡 (栗山2002)、 そして本遺跡のように数点～十数点の土

器が在地の上器と混在する形で出土することが多い。

石川日出志氏は、天王山式土器について「狭義の天王山式土器」と「広義の天王山系土器」と区別

し、「直前型式」「天王山式土器」「後続する型式」に分けてその成立を解明されている (石川2000)。

下老子笹川遺跡ではこの3類型が確認されており恒常的・継続的な交流が在地・外来集団の間で行わ

れていたことが指摘されている (栗山1998)。 本遺跡の天王山式土器は交互刺突文を特徴とする天王

山式上器が成立する直前のものであり、これに倣えば天王山系土器とすることができる。

以上のように天王山式土器は、弥生時代における北陸と東北の接点を明らかにする鍵を握るもので

あるが、未だその帰属時期について確定をみていない。遺跡の立地・出土状況・在地土器との組成比

など錯綜している事柄を丹念に整理し、資料の蓄積を行うことが重要であろう。
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上野A遺跡の自然科学分析
パ リノ・サ ーヴェイ株式会社

は じめに

上野A遺跡は富山県西砺波郡福岡町に所在し、小矢部川左岸にある標高約27mの河岸段丘上から、

その北側に広がる低地にかけて立地する。この低地は遺跡後背の標高100mほ どの宝達丘陵を開析す

る小谷沿いに形成したものである。

これまでの調査により段丘上からは縄文時代前期の住居跡や、縄文時代前期 。中期の上器・石器、

弥生時代後期の土器、平安時代の須恵器などが検出されている。今回の発掘調査は段丘北側の低地で

行われ、調査区からSX01・ SDO卜 SD02の 3つの流路跡が検出されており、縄文時代前期から中期

の上器、木材、種実遺体などが出土している。

今回の自然科学分析調査は、段丘上に集落が形成した縄文時代以降の遺跡周辺の古環境についての

情報を得るために、低地の層序・地形、堆積環境、古植生推定などを目的として行う。まず、調査区

の基本層序・流路跡で認められた泥炭層や粘土層の層序対比を目的として放射性炭素年代測定 。テフ

ラ分析を、堆積環境の推定を目的として珪藻分析を実施する。また、泥炭層および粘土層堆積時の周

辺植生を推定することを目的として花粉分析・植物畦酸体分析 。種実同定 (単体および水洗選別)・

樹種同定を実施する。

1.層序 および試料

基本層序は、調査区の西端の地点で最も良好に観察できた。基本層序は下位より3c,3b。 2c・

2b・ 2aⅢ ・2aⅡ 。2a I・ lb・ la層 からなる。3c層は灰色粘土質シル トである。3b層 は黒褐色の未

分解泥炭で、木本質の植物遺体を含む。2c層は灰色粘土である。2b層は褐灰色腐植質粘土で、3b層

と比べて少ないものの、木本質の植物導体を含む。主に縄文時代前期の上器が検出されている。2a

Ⅲ層は灰色粘上で、2b層 と2aⅡ 層の漸移層である。2aⅡ 層は灰白色粘土で、草本質の植物遺体が僅

かに混じる。2aI層 は灰色粘土で、草本質の植物遺体を含む。下位の灰白色粘土がブロック状に混

じる。lb層 は暗灰色粘土混じリシル トで、草本質の植物遺体を含む。旧水田層と考えられている。

la層 は灰色細砂混じリシル トで、現代の水田層である。分析試料はlb層 より2点、2aI～ 3b層では

厚さ5cmで連続的に22点、3c層より1点の計25点を採取した。

SX01は基本層序の2aI～ 3b層 を削って形成した流路跡である。調査区の西南端付近を流れ、調

査区の南側の台地縁辺に沿ってほぼ東西に伸びる。遺物の検出状況より縄文時代前期以降に形成した

と考えられており、埋積土はc～ a層の3層 からなる。最下位のc層 は黒褐色シル トからなり、木本質

の植物遺体を含む。縄文時代前期の上器がわずかに検出されている。b層は黒褐色の細砂混じリシル

トで、下部に礫が混じる。木本質の植物遺体が多い。a層 は黒褐色の未分解泥炭で、草本類を主体と

した植物遺体が含まれる。SX01の埋積がほとんど終了した時期の堆積物であると推測されており、

基本層序のlb・ la層により覆われている。分析試料はa～ c層にかけて厚さ5cmで連続的に計23点 を

採取した。

SD01は調査区中央付近を南西から北東に横断する流路跡で、今回検出された流路の中では最も古

いと考えられている。3a。 3b層を削って形成しており、埋積土はc～a層の3層からなる。c層は緑灰
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色砂で、植物遺体を含む。b層 は灰色粘土であり、a層より粘質が強い。a層は灰色粘上である。この

a層 を基本層序の2c層 が覆っている。今回分析を行った木材試料は、アゼ3と 呼ばれている地点のb

層より採取 されている。

SD02は調査区の東側、約半分を占めている流路跡で、少なくとも2aⅢ ・2c層 を削って形成 して

いる。弥生中期後半 。後期初頭の天王山式土器が検出されていることから弥生中期後半以降に埋積 し

た可能性があると考えられている。埋積土は下位よりd～ a層の4層からなる。d層 は灰色粘土で、木

材が混 じり縄文晩期の土器が検出されている。c層は暗灰色粘土、b層は暗灰色粘土からなる。c・ b

層から天王山式上器が検出されている。a層 は灰白色粘土質シル トである。このa層 を基本層序の

lb。 la層が覆っている。分析試料はd～ a層の各層より1点ずつ、計4点を採取 した。

これらの試料を用いて放射性炭素年代測定5点 (各層準から出土した材試料4点 を含む)・ テフラ

分析6点・屈折率測定1点 。珪藻分析10点・花粉分析9点・植物珪酸体分析9点・種実同定 (水洗選別)

5点 を行う。詳細な分析試料採取位置は模式柱状図とあわせて第19図 に示す。なお、上記の試料と

は別に単体で取り上げられた種実31点 (各袋に複数個体入り)お よび材14点 (放射性炭素年代測定

試料4点を含む)の同定を行う。これらの試料についての詳細は、結果とあわせて表に示す。

2.分 析方法

(1)放射性炭素年代測定

木材試料は、水でよく洗浄して表面の異物を取り除き、乾燥・粉砕後、水酸化ナ トリウム溶液を加

えて煮沸する。煮沸後の水酸化ナ トリウム溶液は傾斜法で除去する。この水酸化ナ トリウムの処理は、

除去した水酸化ナトリウム溶液の色が薄い褐色になるまで繰返す。土壊試料については、根などをピ

ンセットで取り除いた後、乾燥・粉砕し、水に入れて浮上してきたものを除去する。試料に塩酸を加

えて煮沸し、塩酸を水で充分洗い流す。これらの試料を乾燥して蒸し焼き (無酸素状態で400℃ に

加熱)にする。蒸し焼きにした試料は純酸素中で燃焼させて二酸化炭素とし、アンモニア水に捕集す

る。これに塩化カルシウムを反応させ、純粋な炭酸カルシウムを回収する。

前処理で得られた炭酸カルシウムから真空状態で二酸化炭素、アセチレン、ベンゼンの順に合成す

る。最終的に得られた合成ベンゼン5 ml(足 りない場合は、市販の特級ベンゼンを足して5 mlと する)

にシンチレイターを0.075g加 えたものを測定試料とする。預J定 は、1回測定時間50分間を繰り返し

行う。未知試料の他に、値が知られているスタンダード試料と、自然計数を測定するブランク試料を

一緒に測定する。計算は放射性炭素の半減期として、LIBBYの 半減期5570年 を使用する。

(2)テ フラ分析・屈折率測定

試料約20gを蒸発皿に取り、水を加え泥水にした状態で超音波洗浄装置により粒子を分散し、上

澄みを流し去る。この操作を繰り返すことにより得られた砂分を乾燥させた後、実体顕微鏡下にて観

察する。観察は、テフラの本質物質であるスコリア・火山ガラス・軽石を対象とし、その特徴や含有

量の多少を定性的に調べる。火山ガラスについては、その形態によリバブル型と中間型、軽石型に分

類する。各型の形態は、バブル型は薄手平板状あるいは泡のつぎ目をなす部分であるY字状の高まり

を持つもの、中間型は表面に気泡の少ない厚手平板状あるいは塊状のもの、軽石型は表面に小気泡を

非常に多く持つ塊状および気泡の長く延びた繊維束状のものとする。

屈折率の測定は、古澤 (1995)の MAIOTを 使用した温度変化法を用いる。
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(3)畦藻分析

試料を湿重で7g前後秤量し、過酸化水素水、塩酸処理、自然沈降法の順に物理・化学処理を施し

て、珪藻化石を濃集する。検鏡に道する濃度まで希釈した後、カバーガラス上に滴下し乾燥させる。

乾燥後、プリュウラックスで封入して、永久プレパラートを作製する。検鏡は、光学顕微鏡で油浸

600倍、あるいは1000倍で行い、メカニカルステージでカバーガラス上の任意の測線に沿って走査

し、珪藻殻が半分以上残存するものを対象に、200個体以上同定・計数する (化石の少ない試料は

この限りではない)。 種の同定については、原口ほか (1998)、 Krammer(1992)、 Krammer and

Lange― Bertalot(1986,1988,1991a,1991b)な どを参照する。

同定結果は、海水生種、汽水生種、淡水生種の順に並べ、その中の各種類をアルファベット順に並

べた一覧表で示す。なお、淡水生種はさらに細かく生態区分し、塩分・水素イオン濃度 (pH)。 流

水に対する適港能についても示す。また、環境指標種についてはその内容を示す。そして、産出個体

数100個体以上の試料については、産出率2.0%以上の主要な種類について、主要珪藻化石群集の層

位分布図を作成する。また、産出化石が現地性か異地性か判断する目安として、完形殻の出現率を求

める。堆積環境の解析は、海水～汽水生種については小杉 (1988)、 淡水生種については安藤

(1990)、 陸生珪藻については伊藤・堀内 (1991)、 汚濁耐性についてはAsai and Watanabe

(1995)の 環境指標種を参考とする。

(4)花粉分析

試料約10gについて、水酸化カリウムによる泥化、舗別、重液 (臭化亜鉛 :比重2.3)よ る有機物

の分離、フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセ トリシス (無水酢酸9:濃硫酸 1の混合液)処理に

よる植物遺体中のセルロースの分解を行い、物理・化学的処理を施して花粉を濃集する。残澄をグリ

セリンで封入してプレパラートを作成し、光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査し、出現する全て

の種類について同定・計数する。

結果は同定・計数結果の一覧表、および主要花粉化石群集の層位分布図として表示する。図中の木

本花粉は木本花粉総数を、草本花粉・シダ類胞子は総数から不明花粉を除いた数をそれぞれ基数とし

て、百分率で出現率を算出し図示する。

(5)植物珪酸体分析

湿重5g前後の試料について過酸化水素水・塩酸処理、超音波処理 (70W,250KHz,1分間)、 沈

定法、重液分離法 (ポ リタングステン酸ナトリウム,比重2.5)の順に物理・化学処理を行い、植物

珪酸体を分離・濃集する。検鏡しやすい濃度に希釈し、カバーガラス上に滴下・乾燥させる。乾燥後、

プリュウラックスで封入してプレパラートを作製する。

400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、その間に出現するイネ科葉部 (葉身と葉鞘)の葉部短細

胞に由来した植物珪酸体 (以下、短細胞珪酸体と呼ぶ)お よび葉身機動細胞に由来した植物珪酸体

(以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ)を、近藤・佐瀬 (1986)の分類に基づいて同定・計数する。

結果は、検出された種類とその個数の一覧表で示す。また、検出された植物珪酸体の出現傾向から

古植生について検討するために、植物珪酸体群集と樹木起源珪酸体の分布図を作成する。各種類の出

現率は、短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体の珪酸体毎に、それぞれの総数を基数とする百分率で求める。

(6)種実同定

土壌試料は、約100gを秤量し、数%の水酸化ナ トリウム水溶液に浸して放置したあと、0。 511ullの
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節を通して水洗し残澄を集める。これらを双眼実体顕微鏡下で観察し、種実遺体を抽出・同定する。

一方単体種実は、土壌試料と同様、双眼実体顕微鏡下で観察し、種実遺体を同定する。検出された試

料は、種類毎に瓶にいれ、ホウ酸・ホウ砂水溶液中に保存する。

(7)樹種同定

剃刀の刃を用いて木口 (横断面)・ 柾目 (放射断面)・ 板目 (接線断面)の 3断面の徒手切片を作

製し、ガム・クロラール (抱水クロラール,ア ラビアゴム粉末 ,グ リセリン,蒸留水の混合液)で封

入し、プレパラートを作製する。作製したプレパラートは、生物顕微鏡で観察・同定する。

3.結 果

(1)放射性炭素年代測定

測定結果を第5表 に示す。得られた年代値は、SX01の a層の試料が約2360年前、基本層序の2b

層の試料が約4570年前、3b層の試料が約5190年前、SD01の b層の試料が約5230年前、SD02のd

層の試料が約2320年前であった。

第5表 放射性炭素年代分析結果

料
号

試
番

地点名・層位 種別 種 類 櫛ＢＰ
誤差 yr

Lab‐ No. 備 考

W-1 SX01,a層 木 ク リ PAb993

17・ 18 基本層序 ;2b層 土 5Y2/2オ リープ黒・CL 4570 PAb992 根混入

W望 基本層序 ;3b層 木 カエデ属 llJll PAb994

W10 SD01;b層 木 トネリコ属 5230 PAb991

W9 SD02;d層 木 カエデ属 2320 PAb995

注.(1)年代値 :1,950年 を基点とした値。
(2)誤差 :測定誤差σ (測定値の68%が入る範囲)を年代値に換算した値。
(3)PAL:パ リノ・サーヴェイ株式会社で測定。
(4)CL:埴 嬢土 (粘±15～ 25%、 シルト20～45%、 砂3～ 65%)

(2)テ フラ分析・屈折率測定

分析を行った試料6点のうち、試料番号241こ 中量

の火山ガラスが認められ、他の5点 には極めて微量

の火山ガラスが認められた。軽石およびスコリアは、

いずれの試料からも全く検出されなかった。

試料番号241こ認められた火山ガラスは、細砂～極

細砂径、無色透明で塊状の軽石型と、無色透明のバ

ブル型とが混在し、極めて微量の褐色のバブル型も

含まれる。測定した火山ガラスの屈折率を第20図に

示す。結果は1.519～ 1.525(モ ードは1.521～1.523)

である。試料番号24以外の試料に認められた火山ガ

ラスは、いずれも無色透明のバブル型である。

(3)珪藻分析

結果を第6～8表 。第21図 に示す。産出分類群数は合計で32属153種類である。以下、地点別に珪

藻化石群集の特徴を述べる。

1.520                 1530

基本層序 試料番号24

横軸は属折率、縦軸は測定個数を表す。

第20図 火山ガラスの屈折率
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第6表 珪藻分析結果 (1)

類種
生態性 環境
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Caloneis sihcula var.mtermedia �layer
Caloneis s�cula var.� nuta(Grun。 )Cleve
Cocconeis placentula(Ehr。 )Cleve
Cocconeis placentula var.euglypta chr.)Cleve

Craticula cuspidata ttuetz.)D.GoMann

Craicula spp.

Cttbe■ a amphioxys lKuetz。 )Grunow
Cynibe■ a aspera(Ehr。)Cleve
Cymbe■ a cuspidata Kuetzing

CttQbe■ a grac� s Chr。 )Kuetzing
Cttnbe■ a navicuLbmis Auerswald
Cコmbe■ a silesiaca Bleisch

Cttbe■ a sinuata Grego呼

Cttibe■ a ttmida Creb.ex Kuetz)互 Heurck
Cymbe■a spp.

Diplolleis spp.

Eunotia bttunaris lEhr.)Mils

Eunotia bisenatoides H.Kobayasi

Eunoia dupicoraphis H.Kobayasi
Eunotia fauax A.Cleve

Eunotia falax var.gracililna Krasske

Eunotia nexuosa lBreb.)Kuetzing
Eunoia forlnlca Ehrenberg
EunttЙ impicata Noepel&Lange Benalot
Euntt incisa W.Sm■h ex Gregory
EunttЙ monodon var.tropica Husttdt
Eunotia monodon var.unddata Hustedt
Eunotia naegelii Migula

Eunotia pecinals CKuetzう Rabenhorst
Eunoda pe� naとs var.minor cKuetz。 )Rabenhorst
Eunoda pe� naとs var.undula協 はarsJRabenhorst
Eunotia praerupta var.bidens Gtunow
Eunotia subarcuatoides Noerpel&Lange Bertalot
Eunoこa spp.

Fragilttia bicap位伍A.M弱爬r

Fragilana capucina Desmazieres
Fragiltta capucina vh grac」 is(Oes世うHuste■
Fragilttia construens fo.venter KEhr.)Hustedt

Fragilaria paras� caぐ7r.smithjGmnow
Fragilaria uina ditzschlLange`ertalot

Fragilaria vauchenae(Kuetz)Petersen
Fraglaria vlrescens Ralfs

Fragla� a spp.

Fmstu■ a homboidesw“ saxonica lRabh.)De Toni
Fmstula vulgaris lThwa止 )De Toni
Gomphonema acununatum Ehrenberg
Gomphonema angustatun ttuetz.)Rabenhorst
Gomphonema angustaturn var.Ineans Hustedt
Gomphonema angusttm Agardh
Gomphonema augur var.gauiem V.Heurck
Gomphonemac止 刃el Ficke
Gomphonema conttat― s Lang∈B&Reichardt
Gomphonema gracle Ehrenberg
Gomphonema httcatum var.pumJa Gmnow
Gomphonema olvaceum var.calcareum Cleve
Gomphonema parvulum Kuetzing
Gomphonema pseudosphaerophorum H.Kobayasi
Comphonemapumilum lGma)Reichardt&Lange‐ Benlot
Gomphonema su� le Ehrenberg

Ogh ind
Ogh ind
Og「ind

Ogh ind
Ogh‐ ind

Ogh‐ ind

Ogh unk
Og「ind

Og‖ind

Og工hd
Og‖ind

Og工�d
Og卜ind

Og卜�d
Og卜�d
Ogh‐�d
Oghunk
Ogh‐hd
Ogh‐hd
Ogh‐hd
ogh_md
Ogh‐ ind

Ogh‐ ind

Ogh‐hd
Ogh ind
Ogh unk
Oghunk
Oghhob
Oghind
Oghhob
Oghhob
Ogh‐hob
Oghhob
Oghhob
Oghhob
Ogh hob
Ogh hob
Ogh hob
Oghれ ob
Ogh hob
Ogh hob
Ogh hob
Ogh hob
Ogh hob
Ogttunk
Og卜hob
Ogh ind
Ogh ind
Ogh ind
Ogh ind
Ogh‐ind

Ogh ind
Ogh ind
Oghunk
Og‖hob
Ogh ind
Ogh ind
Oghind
Ogh ind
Oghind
Oghind
Ogh ind
Ogh ind
Oghind
Oghind
Oghind
Oghind
Oghlnd
Oghind
Oghind

ａｍ

ｉｎｄ

測

潤

画

ｉｎｄ

敵

�

ａＨ‐

ｉｎｄ

測

測

測

測

測

測

ｕｎｋ

潤

ａＨ‐

耐

ｉｎｄ

ｉｎｄ

ｍ

ｍ

ａＨ‐

ｕｎｋ

ｕｎｋ

潤

ｍ

ａｃｉ‐

澗

ａｃｉ‐

潤

潤

ａｃｉ‐

ａｃ・‐

ａｃｉ‐

ａｃｉ‐

潤

湖

湖

湖

湖

潤

ｕｎｋ

ｉｎｄ

測

測

測

測

測

ａＨ

潤

ｕｎｋ

�

�

ｉｎｄ

測

潤

ａＨ‐

ｉｎｄ

耐

ａＨ‐

ａＨ‐

ａＨ‐

ａＨ‐

ｉｎｄ

ａＨ‐

ａＨ‐

測

ｉｎｄｎ
ｉｎｄｍ
ｉｎｄ耐
ｕｎｋｉｎｄ軸
咄
ｉｎｄｉｎｄｉｎｄｍ
ｍ
ｉｎｄ
ｕｎｋ咄
ｉｎｄｉｎｄ咄
ｉｎｄｉｎｄШ
ｉｎｄ
ｕｎｋ
ｕｎｋ咄
皿
軸
ｈｄ
ｍ
咄
�
ｈｄ
ｉｎｄ呻
ｉｎｄ�ｄ
ｉｎｄｉｎｄｉｎｄ呻
ｉｎｄ
ｕｎｋｍ
ｉｎｄ唖
咄
ｉｎｄ網
軸
嚇
ｕｎｋ咄
ｉｎｄ叫
ｉｎｄ
ｕｎｋｉｎｄｉｎｄШ
咄
咄
ｉｎｄ咄
ｉｎｄ咄
ｉｎｄ�ｄ

Ｕ
叩
Ｕ
Ｏ
Ｕ
Ш
　
　
Ｕ
肥

Ｕ

Ｔ

Ｓ

０，Ｔ　
Ｔ
Ｏ
Ｔ
叩
Ｔ

臥
　
敵
臥
０
　
０
０
０

T

0,U

U

Or
O
O

RB,0

Ｔ

Ｔ

Ｓ

Ｕ

　

甲

Ｕ

　

Ｏ

Ｕ

Ｏ

Ｕ

１

１〇

一

２

１

一

．

１．

１

．

１

．

い

・

１

２

２

・

１８

・

１

１

一

一

２

４

３

一

４２

・

１

・

１

一

一

８

一

一

１４

２

一

一

・

・

・

・０

・

・

・５

１

・

・

・

・

１

２

１

・

１５

・

・

・

１

一

１

５

４

ｌ

Ｖ

一

一

一

５

一

４

・

・

・

１

・

５

１

一

一

一

４９

・

・

１

・

７

１

７

３

１

・

・

７

一

８

一

一

１

１

一

６

・

・

１

・

３０

．

．

１

．

１

・

４

１

３

一

一

３

１

・

・

・

・

一

３

７

一

一

一

１

２３

２

・

７

５

１

一

一

５

一

３

・

４

・

・

・

‥

・

１

・

１

・

・

４

５０

．

１

．

６

一

１

一

一

一

‥

１〇

一

２

１

１

３

１

・

６

・

・

２

一

３３

・

・

１

・

４

・

７

１

一

８

・

７

一

８

・

・

８

４

・

８

・

１

・

２

１９

１

１

・

・

８

・

１〇

一

１

１

１

-36-



第フ表 畦藻分析結果 (2)

類種
生態性 環境

指 標 種

基本層序

5    9   16   23
SX01

2    7   13   20
SD02
1    3塩 分

Gomphonema sphaerophorum Ehrenberg
Gomphonema ttuncatum Ehrenberg
Gomphonema spp.
GTosigma scalpЮides Ottbh,Cleve
Hantzschia amphioxぃ Ohr。 )Gmnow
Melosとavrねns Agttdh
Meridion cと culae Agardh
Meridion cと cdae var.consttctum cRalfslV.Heurck
Na�cula angusta Gmnow
Navicula attiensis Okuno

Navic■ la∞ nfervacea lKuetz。 )Gmnolv
Navic■ la cutOCephala Kuetzing
Navicula cryptotene■a Lang∈ Be試ゑlot

Na�cula elginensis lGreg。 )Rars
Na� cula elginensis var.neglecta Ottass)Patrick

Na� cttt ignota var.palu前ヽ (Hustう Lund
Navicula kotschyI Cmnow
Na�cula muica Kuetzing
Navicula nolha Wa■ ace
Na�cula radiosa Kuetzing

Navicula rhyncho∝ phala Kuetzing

Na�cula seniOensis H Kobayasi

Na� cula subcostulata Hustedt

Na�cula venerablis Hohn&He」 erFnan
Navicda � dda C【 uetZ.)Kuetttng

Na� cula spp.

Neid�m a曲礎 KEhr。 )Cleve
Neidium ampliatum chr.)Krammer
Neid�m bisulcattm Cagerst)Cleve
Neidium gracile IIustedt

Neidium止ほis Chr,)Cleve
Neidium ttk� s var,amphigomphus ChrうV.Heurck
Neidium producttm鰤.SmithJC脱
Neidiun tokyoensis H.Kobayasi
Nitzschia angustataぐ V.SmithjCieve
Nitzschia nana GmnoLv
Nitzschia palustris Hustedt

Nitzschia ttbicola Gmnow
Pin■■laria acrosphachaミ、Sm■h
Pin■■la� a borea■ s Ehrenberg
Pin■ ularia braun■ (Gmn,)Clcwe
Pinnularia brevicostata Cleve

Pinnulana brevicos協 協varo sumattana Hustedt

Hnnularia divergens W,Smith
Pinnuhね divergenissima(Gm■ .)Cle17e

Pinnulttha esoxiformis var.erёttana Krammer
Pinn■甑 a gibba Ettaberg
Pinnultta gibba var linearis Husttdt

Pinnulana grac� s Hustedt

Pinnulana inconstans Mayer
Pinnularia■gn�ca Cleve

Pinnularia maciに nta C仕。)Cleve
Hanularia ttcrostauron O止 )Cleve
Hanularia neomttOr Krammer
日nnularia nodosa Ehrenberg
Pinnul倒 直a obscura ltasske
Pin■■latia pisciculus Ehrenberg
Pinnulatta rupesths Hantzsch

Pinn■ 1コda schoenfeldett ltamlner

Pin■ ularia stomatophoraぐ 3mnう Cleve
Pin■■latta subcapitata Gregory
Pina■ la�a substoinatophora HIsttdt

Hn■ ula� a ueno SkvoHzow
Hanularia � dis lNitz。 )Ehrenberg
Eanularia spp.

Rhoicosphenia abbreviata lAg。 )Lange3.
Sellaphora am� cana lEhr.)Mann
Sellaphora badllum lEhr.)Mann
Se■aphora laevissima KKu弦。)Mann
senaphOra pup■ la lKuetzう Mereschkowsky
Stauroneis acuta W.S■ ith
Stauroneis agres色 臣s vaL indata H.Kobayasi
Stauroneis anceps Ehrenberg
Stauroneis lauenbttζ iana IIustedt

Stauroneis nob� is Schuman■

Stauroneis phoenicenteЮ n(Nitz.)Ehrenberg
Stauroneis phoe� centeron fo.hattoni Tsumura
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種    類
生態性 環境

指 煙 距

基本層序 SX01
2    7   13   20

SD02
1    3塩 分 流 水

surと℃■a angusta Kuetzlng
Sw山確da elegans Ehrenberg
蜘 a・neadtt w.S■ith
蜘 a tenera Gregory

Sttaspp.
Tabe■洒a■occulosaぐ Rd山)Kuctzing
Tabellatta spp.

Oghind
Oghind
Ogh ind
Ogh hob
Ogh unk
Oghれob
Ogh unk

測
測
ｉｎｄｈｄ
ｕｎｋ�
ｕｎｋ

�
山
耐
ｍ
ｕｎｋ
ｍ
ｕｎｋ

Ｕ

　

　

　

　

　

Ｔ 30   90

５

・　
・　
・　
・
３８

一
２

１

１

１

％

1

海水生種
海水～汽水生種
汽水生種
淡水～汽水生種
淡水生種
珪藻化石総数

３
０
０
１
認
乾

２
０
０
０
９
■

２
０
０
１
２０
２３

１

０

０

５

２０

２０

０

０

０

・２

・９３

２０５

第8表 珪藻分析結果 (3)

凡例
HR   :塩 分濃度に対する適応性
Euh   :海水生種
Mch   i汽水生種
Oghtteh:淡 水一汽水生種
Oghhil :貧塩好塩性種
Ogh ind :貸 塩不定性種
Oghhob :貧塩嫌塩性種
Oghttnk :貧 塩不明種

環境指標種群

pH :水素イオン濃度に対する適応性
al‐bi :真アルカリ性種
測  :好アルカリ性種
ind :pH不定性種
a画 :好酸性種
ac bi:真酸性種
unk :PH不 明種

C足 :流水に対する適応性
l bi :真止水性種
lph :好止水性種
ind :流水不定性種
rph:好流水性種
r bi :真流水性種
unk:流水不明種

A外洋指標種 ,B:内湾指標種 (以上は小杉,1988)
K:中 ～下流性河川指標種 ,0:沼沢湿地付着生種 (以上は安藤,1990)
S:好汚濁性種 ,U:広域適応性種 ,■好清水性種 (以上はAsai,K.&Watanabe,T.,1986)
R陸生珪藻 (RA:A群 ,RB:B群 ,m群、伊藤・堀内,1991)

淡水生種の生態性

0    50    40眺

―

汽水―淡水生種産出率。各種産出率・完形殻産出率は全体基数、淡水生種の生態性の比率は淡水生種の合計を基数として百分率で算出した。
いずれも100個体以上検出された試料について示す。なお、●は2%未満、キは100個体未満の試料について検出した種類を示す。

第21図 主要珪藻化石群集の層位分布

・基本層序

試料番号5。 9は珪藻化石の産出がほとんどないが、試料番号16・ 23か らは豊富に産出する。また、

完形殻の出現奉も70%前後である。

試料番号23は、水生珪藻が優占する。淡水生種の生態性 (塩分濃度、水素イオン濃度、流水に対

する適応能)の特徴は、貧塩不定性種 (少量の塩分には耐えられる種)と貧塩嫌塩性種 (少量の塩分

にも耐えられない種)、 真十好酸性種 (pH7.0以下の酸性水域に最もよく生育する種)、 流水不定性

種 (流水域にも止水域にも普通に生育する種)と真+好止水性種 (止水域に最もよく生育する種)が
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優占、あるいは多産する。貧塩嫌塩性・好酸性・好止水性である物bじ Jttr,α ′θじじガοざαが約40%出

現し、好酸性・流水不定性・沼沢湿地付着生種群であるβ
"乃

οttα pじじガ刀αJJざ var.肪Юοr、 pH不定性・

流水不定性の G9opんοttιttα pα rッ
"Jヵ

麗 などが多産する。なお、沼沢湿地付着生種群とは、沼よりも

浅く水深がlm前後で一面に水生植物が繁茂している沼沢や更に水深の浅い湿地で優勢な出現の見ら

れることから、その環境を指標することができる種群とされている (安藤,1990)。

試料番号16は、前試料で優占した駒bιttr,α ′οcじ防Jο∫αが15%に減少し、E防乃οttα pじじ′
'玲

αJね var.

刑滋οr、 Gο吻効ο乃じ陶α PαpttJ"附、陸生珪藻B群であり好汚濁性種でもある
^ウ

ッ,cヵ勉 cοx″pαじゼαが

約10%産出する。なお、陸生珪藻B群 とは陸域にも水域にも生育する種とされ (伊藤・堀内,1991)、

好汚濁性種とは有機汚濁の進んだ富栄養水域に生育する種 とされる。 (Asai and Watanabe,

1995)。

・SX01

試料番号2・ 7・ 13。 20は 、完形殻の出現率が70%以上である。淡水生種の生態性の特徴は、貧

塩不定性種と貧塩嫌塩性種、真十好酸性種、流水不定性種と真+好止水性種が優占あるいは多産する。

珪藻化石群集は、試料番号20、 試料番号13、 試料番号7・ 2で違いがある。試料番号201よ 、Dttοガα

Pじじガ乃αJね var.翻テ犯οr、 力♭gJttrカ ガοじ例′οSα が15～ 20%と 多産し、好流水性で中～下流性河川指標

種群の Acん乃α洵滋ιs JαЮじじο′α勉、M『,腕οtt c,κ
"肋

g var.cο狗∫″たケ防阿、流水不定J性のGο乃呼んοヵゼ阿α

Pα
pttJ冴用、好止水性である∬″,α肋 ソじ乃ι肥♭Jね などを伴う。なお、中～下流性河川指標種群とは、

河川中～下流部や河川沿いの河岸段丘、扇状地、自然堤防、後背湿地などに集中して出現することか

ら、その環境を指標することができる種群とされている (安藤 ,1990)。 試料番号13は、ど
"乃

οガα

Pgじヶ,乃αJね var。 狗 ,Юοr、 Cοttp力ο乃ゼ陶α Pα rツ
"J"“

、 が 15～ 20%と 多 産 し て お り 、 Acん乃α肪 んじ∫

どαttcgο肋勉 を伴 う。

試料番号7・ 2においては、Dttθサ,α Pじじヶ,乃α力s var。 陶,Юοrが10～ 25%と 多産 し、これに付随 して

淡水～汽水性の RんψαJ肋物
=け

b♭ゼr"物、流水不定性の Cθ翻城ο刀♂脇α pα rソ

"J防
刑、P,Ю狗防肋r,α ッ,r,加 s、

好止水性であるC9oPんοЮじ阿,ど胞じ
'Jじ

、物♭じJttr,α ′οじじ
"Jο

ぎαなどが産出する。

・SD02

試料番号 1・ 3では、Dttοヶテα属、P,Ю乃
"肋

r,α 属の破片が僅かに産出した程度である。なお、試料

番号31よ、中～下流性河川指標種群であるMT,IJiο乃じ,κ
"肋

じvar.cοЮ∫″た勉陶 を含む。

(4)花粉分析

結果を第9表・第22図に示す。図表中において複数の種類をハイフォンで結んだものは、種類間の区

別が困難なものを示す。なお、木本花粉総数が100個体未満のものは、統計的に扱うと結果が歪曲する恐

れがあるので、出現した種類を十で表示するにとどめておく。以下、地点別に花粉群集の特徴を述べる。

・基本層序

試料番号23・ 16に おいては花粉が豊富に産出するものの、試料番号 9・ 5においてはほとんど産出し

ない。試料番号23。 16では木本花粉の占める割合が高く、基本的にはコナラ属コナラ亜属を主体と

し、クル ミ属・ニレ属―ケヤキ属などを伴 う群集を示す。試料番号 231こ おいて多産するキハダ属や、

試料番号16で多産する トチノキ属・ウルシ属などは、局地的な群集 を反映 していると思われる。い

ずれの試料も草本花粉の産出は少なく、イネ科・カヤツリグサ科などが認められるほか、水生植物で

あるガマ属・コウホネ属 も検出される。
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。SX01

いずれの試料 も花粉化石の保存状態

は良く、産出量も豊富である。木本花

粉ではスギ属・クマシデ属―アサダ

属・ブナ属・コナラ亜属・エレ属―ケ

ヤキ属などが多く検出される。傾向と

しては、上位の試料に向かい、コナラ

亜属の割合が減少 し、スギ属の割合が

高 くなる。

草本花粉では、イネ科・カヤツリグ

サ科の割合が高 く、ガマ属・サジオモ

ダカ属・オモダカ属・コウホネ属・ツ

リフネツウ属などの水生植物 も検出さ

″とる。

・SD02

SD02の 群集組成はSX01試料番号

7・ 2の組成 と類似する。木本花粉で

はスギ属が最 も多く、ブナ属・ニ レ

属―ケヤキ属なども産出する。また、

SX01に 比べると、マツ属の割合が高

い。草本花粉はイネ科が多く、カヤツ

リグサ科・ガマ属・サジオモダカ属・

ツリフネソウ属などが認められる。

(5)植物珪酸体分析

結果を第10表 。第23図 に示す。各

試料から植物珪酸体が検出される。植

物珪酸体の保存状態は、SX01と基本

層序 。SD01で異なる。SX01は概ね良

好であるのに対 し、基本層序 とSD01

は保存状態が悪く、植物珪酸体の表面

に多数の小孔 (溶食痕)が認められる。

以下、地点毎の産状を述べる。

・基本層序

試料番号23・ 9では、タケ亜科・コ

シ属などがわずかに認められる程度で

あり、検出量が少ない。試料番号16で

は、タケ亜科やヨシ属の産出が目立ち、

ススキ属を含むウンクサ族やイチゴッ

第9表 花粉分析結果

種  類
試料番号 5電

本

昆ξ 2312濯 13知 l fD覧

・
３

１

・

一
１３

２４

１

８３

３

・
５

一
１２

１

３

５

２９

・８

７

３
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５

一
１

一

一
１

＾
１
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・

＾
１

２

一

＾
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・

一
１

一
３

３

・

一
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・９

１

７．

１
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７

２
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・
２
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５

３

１５

１

・

・

・

・

“

一
１
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一

一
２

・

＾

一

・

・

一

一

一

一

・

・

・
８

４

一
６

１

１

８

２．

３

・

・
１１

２３

６．

４

８

１４

・４

１

・８

２

１

１

１

１５

６

３

一
１

・

・
１

一
３

一

「

一

一

＾

一

一
５

１

２

２２

１

・
４

６

２５

・
１

９

２。

６６

６

２

２５

６

・
４

１

・
１

１

１

１〇

一

一
２

一

一

一
１

一

一

一

１

３

・

一
２

３

１

１

３８

１

・
２

１

１７

・
１

・２

５４

・５

５

２

３３

５

・
７

´

一
１

２

２

２

１〇

一
１

一

・

・

・

・

・

・

・
１

・

・

・
・２

４

１

７５

２

一
１

３

１０

１

１

５

２９

２２

４

１

２６

２

一
１

一

一

一

一
３

１

１

１

一

・
１

一
１

一

一

一

・
１

・

・

・
３

５

１

１

１

一
３

２３

１

・

・
１

７

５６

３

４

８

１９

・
・０５

・

・

・

・
４

１８

１

・
６

・

・

・

・
・．

．
３

一

一

一

一

一
５

５

＾
４

・

一

＾
２０

４

・

＾
６

７

２５

６

５

１０

１３

２

６

１

＾
３７

・
９

鶴

・

・
２

一

・

・

＾
１

１

１

不不花粉
マキ属
モミ属
ツガ属
トウヒ属
マツ属単維管東亜属
マツ属複維管束亜属
マツ属 (不 明)

コウヤマキ属
スギ属

†チ蝉曜戸
イヌガヤ科―ヒノキ利

サワグルミ属
クルミ属
クマンデ属―アサダ属
ハシバミ属
力′ヾノキ属
ハンノキ属
ブナ属

ヨ李ヨロヌ方界移曇属
クリ属―シイノキ属
エレ属―ケヤキ属
エノキ属―ムクノキ属
ヤドリギ属
キハダ属
アカメガシワ属
シラキ属
ウルシ属
モチノキ属
カエデ属
トチノキ属
ノブドウ属
グミ属
ウコギ科
ミズキ属
ツツジ科
カキ属
イボタノキ属
トネリコ属
クサギ属
ガマズミ属
スイカズラ属

２

３

・

６ ３

２ ６

１

７

１

一

・

・

一

一

２

・

一

７

・

１

一

１

１

一

一

一

一

９

７

１

１

・

・

・ ２ ７

５ ２

１

８

一

１

５

一

＾

一

１

一

＾

１

一

一

＾

一

３

）

〓

・

・

１．

２

２

４

・

・

１ ５

・ １

・

５

一

・

一

２

一

１

２

一

一

２

一

一

一

一

１

一

１

１

一

一

２

一

・

・

・

・ ７

３

・

５

一

１

一

一

一

１

一

一

一

１

一

一

一

一

一

一

一

一

一

４

８

・

Ｖ

ｌ

５

４ ９

３ ９

２

５

一

一

一

一

一

・

１

１

・

３

１

１

２

・

“

・

・

一

１

１

３

一

２

２

・

９ ４

３ ９

〓

７

・

・

一

・

・

一

２

１

１

一

１

・

一

＾

４

４

・

・

・

４

８

一

８

＾

一

１ １

２ ３

＾

５

・

１

＾

・

・

一

＾

一

一

一

一

一

一

一

＾

一

一

一

一

１

一

一

草本花粉
ガマ属
サジオモダカ属
オモダカ属
イネ科
カヤツリグサ科
クワ科

ヶ奏農
タデ節―ウナギツカミ節

 :
アカザ科―ヒユ科
ナデシヨ科
コウホネ属         _
カラマツソウ属        ‐
キンポウゲ科         _
アブラナ科          _
バラ科           _
アズキ属            _
マメ科            _
カタバミ属         _
ツリフネソウ属       _
ヒン属            _
アリノトウグサ属       ‐
セリ科          _
シソ科             _
オミナエシ属         _
ゴキヅル属          _
ツルエンジン属         _
ヨモギ属           _
キク亜科           1
タンポポ亜科         _
不明花粉           _ 1 20 8 8 8 8 7 5 1

ンダ類胞子
ヒカゲノカズラ属       ‐ _ _ _ _ _
ゼンマイ属          _ _ _ _ _ _

亀あラ歩装亀早        る あ1と9 8 2:1152

・２
１０
切

．

．
１．

３２４

一　
一　
一
Ｖ

．

．
１

５９

合 計

奎奈彪鞍
不明花粉
シダ類胞子
総計 (不明を除く)

６９
３２
・
３８
３９

２００
２．５
５
３３６
血

別
４７
７
１７
３０４

２２２
４０
８
ω

３２２

２２３
・３２
８
聰
４５７

２０９

・６９

８

２５．

６２９

２８５
２９
８
６
捌

２３３
４９
２０
硼
４７２

０

１

１

２３

２４

８

１

０

４８

５７
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_ 隠爾 属属 ■ 物 属属

ア
プ
ラ
ナ
科

コ
ウ
ホ
ネ
属

サ
ナ
エ
ム
ア
節
―
ウ
ナ
ギ
ツ
カ
ミ
節

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科

イ
ノ
モ
ト
ツ
ウ
属

キ
ク
亜
科

ヨ
モ
ギ
属

ゴ
キ
ズ
ル
属

ヒ
シ
属

ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
属

マ
メ
科

ア
ズ
キ
属

ト
チ
ノ
キ
属

カ
エ
「五
属

モ
チ
ノ
キ
属

ウ
ル
シ
属

ア
カ
メ
ガ
シ
ヮ
属

キ
ハ
ダ
属

エ
ノ
キ
属
―
シ
イ
ノ
キ
属

エ
レ
属
―
ケ
ヤ
キ
属

ク
リ
属
―
シ
イ
ノ
キ
属

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

コ
ナ
ラ
属

ヨ
ナ
ラ
亜
属

基本層序

出現率は、木本花粉は木本花粉化石総数、

数を基数として百分率で算出した。なお、

について検出した種類を示す。

第22図 花粉化石群集の層位分布

草本花粉・シダ類胞子は総数より不明花粉を除く

OOは 1%未満、十は木本花粉100個体未満の試料

５

９

・６

２３

一
２

７

・３

坐

１

３

ナギ亜科がわずかに検出される。試料番号5で は、タケ亜科の産出が目立ち、ヨシ属やウシクサ族、

イチゴツナギ亜科がわずかに認められる。

なお、試料番号16・ 5か らは樹木起源珪酸体第Ⅳグループ (近藤・ピアスン,1981)がわずかに検

出される。第Ⅳグループは網目模様の付いた紡錘形を呈し、大部分の樹木葉部で観察される。
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第 10表 値物畦酸体分析結果

種   類  試料番号 1 5  デ
本層

三6  23 1 2  7 SX°
113  20 1 lSD023

・

・５

・２

・

４

・

２

２

一

．

８３

７０

．

５

１

２０

２７

・３

一

・２５

５．

．

３

一

１１

１６

・３

・

・０５

７４

・

２

一

１３

・２

９

１

掲

・４４

２

１

２

２．
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４

・
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・６

・

１

・

４

６

１

．

８９

８３

・

７

１

９

１４

７

，

２４

４

・

・

＾

１

６

２

・

・８３

・３

・

１

＾

３

１１

３

イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ族イネ属

タケ亜科
ヨシ属

ウシクサ族コブナグサ属

ウシクサ族ススキ属

イチゴツナギ亜科

不明キビ型

不明ヒゲシバ型

不明ダンチク型

２４

２．

１

９

２０

　

．

一

８３

４３

５

４５

．
ｍ
７８
７
３８

・
・０３

７７

５

褐

１

２７

５５

５

３２

．

９２

２５

１

２７

．

３４

５

一

３

・

弱

・０

１

・４

イネ科葉身機動細胞珪酸体

イネ族イネ属

タケ亜科
ヨシ属

ウシクサ族

不明

合  計

イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ科葉身機動細胞珪酸体

総 計

５

５

０

４

２２

２６

２

２

４

２．

２２

狸

８

５

３

１０

４５

５５

樹木起源

第Ⅳグループ            3   -   2   -   2   1   4   3
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穣鞠鰤酌襲難僻
□

試
料
番
号

単細胞珪酸体

SX01      2

7

13

20

SD02     1

3

%        +:10個
未満

出現率は、イネ科業部単細胞珪酸体、イネ科葉身機動細胞珪酸体の総数を基数として百分率で算出した。
なお、●○は1%未満の種類、キはイネ科業部単細胞珪酸体で200個未満、イネ科葉身機動細胞珪酸体で100
個未満の試料で検出された種類を示す。また樹木起源差酸体の産状を検出個数により+の記号で示す。

第23図 植物珪酸体群集の層位分布と樹木起源珪酸体の産状

・ SX01

植物珪酸体群集は、試料番号20～ 7と 試料番号 2で異なる。試料番号20～ 7では、タケ亜科 とヨ

ン属の産出が目立ち、ウシクサ族やイチゴツナギ亜科がわずかに検出される。

試料番号2では、ヨシ属の産出が目立ち、タケ亜科やウンクサ族、イチゴツナギ亜科も検出される。

また、栽培植物のイネ属もわずかに認められる。

なお、各試料からは樹木起源珪酸体第Ⅳグループがわずかに検出される。

・ SD02

試料番号3・ 試料番号 1と もに検出個数は少なく、タケ亜科やヨシ属などがわずかに認められるに

過ぎない。

(6)種実同定

単体種実の結果を第11表に、水洗選別によって得られた種実を第12表にそれぞれ示す。木本類、草

本類ともに多くの種類がみられる。以下に検出された種類ならびに形態的特長を記す。

・イヌガヤ (Cgp力筋伽朗
"∫

′物〃滅g力η減 (Knight)K.Koch)  イヌガヤ科イヌガヤ属

種子が検出された。黒褐色で側面観は長卵形、上面観は凸レンズ型。大きさは1.5cm程度。種皮

は黒色で堅く、表面に顆粒状の隆起がある。

・イヌシデ (Cαrp沈防∫盈c力οttο∫た,,Maxim。)  カノヾノキ科クマシデ属

果実が検出された。黒褐色で、大きさは 4 11ull程 度。側面観は亜三角型、上面観は凸レンズ型。表

面には縦方向に数本の筋が存在する。

・オニグル ミ (乃g肋乃∫阿α乃ぬん
"rた

,Maxim.subsp.d,あ οJJiαЮα(MaXim)Kitamura)

クル ミ科クル ミ属

核が検出された。褐灰色。大きさは2.5cm程度。側面の両側に縫合線が発達する。広卵形で、基

部は丸 くなっているが先端部は尖る。表面は荒いしわ状となり、縦方向に満が走っている。内部は

子葉が入る2つの大きなくぼみがある。

機動細胞珪酸体

-42-



― 島 ―

第
11
表
 
種
実
遺
体
単
体
試
料
分
析

結
果

部 位 　 　 状 態
度

深
No
.

層

ク サ ギ

エ ゴ ノ キ 属

ク マ ノ ミ ズ キ

ミ ズ キ

ト チ ノ キ

ト チ ノ キ

ト チ ノ キ

カ エ デ 属

サ ク ラ 属

コ ブ シ

ム ク ノ キ

コ ナ ラ 亜 属

コ ナ ラ 亜 属

ブ ナ
ブ ナ

オ ニ グ ル ミ

オ ニ グ ル ミ

林 　 イ ヌ ガ ヤ

ゴ キ ヅ ル

ヒ メ ビ シ

ヒ シ
ブ ド ウ 科

ノ ブ ド ウ

コ オ ホ ネ 近 似 種

タ デ 属

本
草 　 ヽヽ ヽ ク リ 属

不 明
木 の 節

木 の 芽

材

備
 

考

核
種 子

核
核

幼 果
種 子

果 実
種 子

核
種 子

核
幼 果

殻 斗
果 実

殻 斗
核

核
種 子

種 子
果 実

果 実
種 子

種 子
種 子

果 実
果 実

完
 

完
 

破
形
 

形
 

片

No
。

1‐
1

No
.1
お

No
。
14

No
.1
‐

5

No
.1
7

No
.1
‐
8

No
.1
‐

11

No
.1
‐

14

No
.1
-1
5

No
.Ⅲ

16

No
.l
‐

17

No
.Ⅲ

18

No
。

1‐
19

No
.2
‐

1

No
.2
24

No
.歩

25

No
.2
27

No
.2
28

No
.2
‐
31

No
.2
弓

4

No
2毛

5

No
.2
‐
37

No
.歩

38

No
.3
3

No
.3
‐
4

No
.3
も

No
.3
‐
8

No
.3
‐

13

No
.3
‐

14

No
.4
‐
4

No
.4
‐
5

b層 b層 b層 b層 b層 b層 b層 b層 b層 b層 b層 b層 b層 b層 b層 b層 b層 b
層

b
層

b
層

b
層

b
層 b
層

od
層

◆
d)
雷

od
層

c電
層

c‐
d層

od
層

3C
層

3C
層

Xl
Y3

XI
Y3

XI
Y3

XI
Y3

Xl
Y3

XI
Y3

XI
Y3

XI
Y3

XI
Y3

Xl
Y3

Xl
Y3

Xl
Y3

XI
Y3

Xl
Y3

Xl
Y3

XI
Y3

XI
Y3

Xl
Y3

Xl
Y3

XI
Y3

XI
Y3

XI
Y3

XI
Y3

XI
Y3

XI
Y3

Xl
Y3

XI
Y3

Xl
Y3

XI
Y3

XI
Y3

Xl
Y3

lM
G

lM
G

lM
G

lM
G

lM
G

lM
G

lM
G

lM
G

lM
G

lM
G

lM
G

lM
G

lM
G

lM
G

lM
G

lM
G

lM
G

lM
G

lM
G

lM
G

lM
G

lM
G

lM
G

lM
G

lM
G

lM
G

lM
G

lM
G

lⅢ
IG

lM
G

lM
G

25
.0
-2
4,
7m

25
,0
-2
4,
7m

25
.0
-2
4.
7m

25
.0
-2
4.
7m

25
.0
-2
4.
7m

25
.0
-2
4.
7m

25
.0
´
-2
4.
7m

25
.0
´
-2
4.
7m

25
.0
-2
4.
7m

25
.0
-2
4,
7m

25
.0
-2
4.
7m

25
.0
-2
47
m

25
.0
‐
-2
4.
7m

24
.7
´
-2
4.
4m

24
.7
-2
4.
4m

24
.7
‐
-2
4.
4m

24
.7
-2
4.
4m

24
.7
-2
4.
4m

24
.7
´
ψ
24
.4
m

24
.7
-2
4.
4m

24
.7
´
ψ
24
.4
m

24
.7
-2
4.
4m

24
.7
-2
4.
4m

24
.4
…
ψ
24
.l
m

24
4-
24
.l
m

24
.4
-2
4.
lm

24
.4
-2
4.
lm

24
.4
-2
4.
lm

24
.4
-2
4.
lm

24
.1
-2
3.
8m

24
.1
-2
3.
8m

．

「 　

．
　

． ３
キ

13
  
1

・ 多 ・ ・ ・ ・ ・ 一 ４ ＾ ・ ・ ・ 多 ・ ２ ・

２８ ６ ｂ ４６ ． ６ 酢 １ 一 ４５ み ２ ４ ・ ４ ２ ・ ５

１ ・ １

，

２ ４ ８ ５ 一 一 １ ＾ 多 ・ ７ ５ 一 １

‐ 
  

― 
  

‐  
 2
2 
 
‐

1 
 1
0+
  

‐ 
  

‐ 
  

‐

‐
31
42

‐
  
 1
  
 

‐
  
 

‐
  
 

―

‐
  
 

‐
  
 

‐
  
 1
  
 

‐

- 
  
3 
  

‐ 
  

‐ 
  

‐

― 
  

‐ 
  

‐  
  
4 
  

‐

‐
  
 

‐  
  
5+
  
12

‐
  
 -
  
1+
  

‐

1 
  
1+
  
 

―
  
 

‐

―
  
 

‐
  
 

‐
  
 7

‐ 
  

‐  
  
5 
  
1

1 
  
1 
  

‐
  
 

‐

-2
11

‐  
  
3+
  
 
‐

‐  
  
1 
  

‐

‐  
 4
■
  
1

破
‐
 

‐

‐
 

‐
 1

‐  
  
3 
  

‐

‐  
  
12
  
2

- 
  
2+
  
3

‐
  
 1
1 
 

‐

‐ 
  
- 
  
3

1

オ
ニ
グ
ル

ミ
に
食
害
痕

あ
り

オ
ニ
グ
ル
ミは

半
分
、食

害
痕
あ
り

注
)破

:細
片
の
た
め
個
体
数
推
定
が
困
難

で
あ
る
。
数
字
十
:数

字
以
上
の
個
体
数
が
推
定

さ
れ
る
。
多

:1
00
個

体
以
上
。



第12表 微細物分析結果

種 類 名 試料番号
湿重(g)

基本層序
16        23

103.28     102.38

SX01
7         13        20

101.15    101.99    102.45

木本

イヌシデ

ケヤキ

ヤマグワ

カジノキ属
マタタビ属

サクラ属

キハダ

ウルシ属
カエデ属
トチノキ

トチノキ

イイギリ

タラノキ

ミズキ
ムラサキシキブ属
ニワ トコ

果実

果実

種子

核
種子

核

核

核

果実

果実

幼果

種子

核

核

核

核

２

１

２＋

９

２

６

一

１

１

一

破

２

・

”

６

５

７

草本

ミクリ属
ヘラオモダカ

オモダカ属

オモダカ科

イネ科
スゲ属
ホタルイ属
カヤツリグサ科
カラムシ属
タデ属

ナデンコ科
アブラナ科

ネコノメソウ属
キジムシロ属―ヘビイチゴ属一オランダイチゴ属
オ トギリソウ属
ヒメビシ

ヒシ属

イヌコウジュ属
ナス科

果実

果実

果実

種子

果実

果実

果実

果実

果実

果実

種子

種子

果実

核

種子

果実

果実

果実

種子

５

４

３０

１

２５

７

９

１１

２
十

２

３

１４

不明A
材
材

木の芽

葉
不明

不明
昆虫

環形類の卵
菌核

破

７

破 破
破

１
破

破

破

破

破

破

６

破

力鷲化

力鷲化
破 破 破

破 破 破 破

注)破 :細片のため個体数推定が困難である。
数字+:数字以上の個体数が推定される。

・コナラ亜属 Qttικが subgen.Lgp財肋α肋乃防d)  ブナ科コナラ属

殻斗と幼果が検出された。幼果は褐色で大きさは511ull程 度。果実は未発達で、殻斗のみが観察さ

れる。半球状で総芭片は瓦状に配列し、互いに癒着している。殻斗は半球状で大きさは l cm程度。

木質で堅く、総芭片は互いに癒着し、瓦状に見える。

・ブナ (員審
"∫

じκЮαtt Blume)  ブナ科ブナ属

殻斗と果実が検出された。殻斗の大きさは2cm程度。先は4裂する。表面は包が互いに癒着し、
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尻状の突起のよ うにみ える。果実は l cm程度。褐色、卵型で3稜があり、先端は尖 る。基部は座 に

ついていた部分が広 く残 りざらつ く。表面は薄 くて堅 く、平滑で光沢がある。

・ムクノキ lAPんαЮα刀筋ιαΨι肥 (Thunb.)Planchon)  ニ レ科 ムクノキ属

種子が検出された。黒色で大きさは8111tll程度。いびつな楕円形で、明瞭な「へそ」が存在する。

・ケヤキ 修あめッαざじrrlvjlv(Thunb。)MakinO)  ニレ科ケヤキ属

果実が検出された。黒褐色、歪んだ心臓形で背面方向に湾曲する。径3.511111程度。花柱が嘴状突

起状に残る。基部に円形の膳があり、褐色の繊維が放射状に発達する。

・ ヤ マ グ ワ ●偽 rパ α刀前昭加 POiret)  ク ワ科 ク ワ属

未炭化の種子が検出された。淡～茶褐色、三角状広倒卵形。長 さ2～ 2.511ull、 幅1.511ull程 度。一

辺が鋭利で、基部に爪状の突起を持つ。表面には微細な網 目模様があり、ざらつ く。

・カジノキ属 (BЮ
"ssθ

れ
",α

)  クワ科

種子が検出された。褐色。大きさは l llllll程 度。倒卵型、表面にはいぼ状の模様が粗 く配列 し、

側面の隅に突起がみられる。

・コブシ (Mα
=乃

οr,α わ♭ヵ∫DC。)  モクレン科コブシ属

種子が検出された。黒色、腎臓状横楕円形で大きさは l cm程度。一方が凸状に膨 らむ。反対の

面は中央部がややくぼむ。表面は堅 くて薄く、ざらつ く。

・マタタビ属 lAじヶ肋,加α)  マタタビ科

種子が検出された。黒色。側面観は長楕円形。大 きさは2111111程 度。表面は硬質で光沢があり、

丸いへこみが不規則に配列 しているように見える。網 目は基部の付近では細かく縦長になる。

・サクラ属 (Pr朋防ざ)  バラ科

核 (内果皮)が検出された。黒褐色。大きさは811ull程度。核の形は楕円形で、偏平である。下

端には、丸 く大 きな膳点がありへこんでおり、上端は丸い。一方の側面にのみ、縫合線が顕著に

見られる。表面は平滑である。

・イイギリ (Z賀 ,α pο妙∝rpα Maxim.)  イイギリ科イイギリ属

種子が検出された。種子は大きさ211ull程度。褐色、涙型で先端部はやや尖る。表面は薄 くてや

や堅くざらつ く。

・キハダ (PttJんた乃JЮ tt αれ
"χ

乃∫ι Ruprecht)  ミカン科キハダ属

核が検出された。黒褐色。大きさは511111程度。半円形。表面には細かい亀甲状の浅い網 目模様

がみられる。表面は薄 くて堅く、やや光沢がある。

・ウルシ属 lRカパ)  ウルシ科ウルシ属

種子が検出された。楕円形、やや偏平で大 きさは411ull程 度。表面は褐色でざらつ く。種皮は厚

くてやや堅い。

・カエデ属 lAσgr)  カエデ科

果実が検出された。褐色で大きさは311ull程度。肉厚でやや堅 く、表面はざらつ く。分離面は平

らで菱形である。翼は残っていない。

・ トチ ノキ lAじJσガ冴∫肋わ 肋αtt Blume。 )  トチ ノキ科 トチ ノキ属

果実ならびに種子が検出された。果実の大きさは2cm～ 7111111程 度。いびつな球形で、3裂する。

表面は厚くてやわらかい。種子はl cm程 度で、種皮は薄く堅い。表面には黒く艶のある部分と、
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黒褐色でざらつく部分とがある。いずれも未熟果である。

・エゴノキ属 (ざ炒r似)  エゴノキ科

核が検出された。灰黒色。側面観は楕円形,上面観は円形。長さlcm程度。下端に大きな「へそ」

があり、表面に3本の浅い溝がある。核は厚く硬い。

・ ク サ ギ に 虚r9虎Ю′砕乃Trた力θヵ用防阿 Thunb.)  クマ ツ ヅ ラ科 クサ ギ属

種子が検出された。黒褐色で堅 く、側面観は半月形。大きさは6111111程 度。背面には浅 く荒い網

目模様がある。

・ ミ ズ キ に ο脇 冴s cο肪 砕 ッじ郎 α HemSley)  ミ ズ キ 科 ミ ズ キ 属

核が検出された。褐色で大きさは611ull程度。縦方向にややつぶれた球形。基部に大きな膳があ

る。縦方向に走る深い溝がみられる。

・ ク マ ノ ミズ キ 管 ο脇
"∫

駒π r9pり肋 WalliCh) ミズ キ科 ミズ キ属

核が検出された。灰褐色で大きさは411DIl程 度。縦方向にややつぶれた球形。下端に勝がある。

縦方向に走る浅い溝がみられる。

・ムラサキシキブ属 (CαJJ,cα rpα)  クマツプラ科

核が検出された。大きさは211ull程 度。半月形の分果となっている。褐色で表面はざらつく。

。ニワトコ (肋用♭
"σ"∫

翻じιttO∫α Losubspo S,あοJttαttα (Miq.)Hara) スイカズラ科ニワトコ属

種子が検出された。淡～黄褐色、広倒卵形で偏平。基部はやや尖る。長 さ2.511111、 幅1.5111111程度。

背面は円みがあり、腹面の中央は縦方向の鈍稜をなす。腹面下端には小 さな孔がある。種皮はや

や硬 く、表面には横級状模様が発達する。

・ミクリ属 (彰αrgα崩防陶)  ミクリ科

果実が検出された。大きさは3111111程 度。側面観は紡錘形で、上面観は多角形状である。表面は

ざらつく。やや堅 くて弾力があり、数本の筋が走る。先端部は鋭 くとがっている。

・ヘラオモダカ lA胎削αじαttα力C冴肋励翻A.Br.et Bouche)  オモダカ科サジオモダカ属

果実が検出された。淡褐色ないし黄褐色。長さ211ull、 幅1.511ull程度。背部に深い縦溝が 1本走る。

果皮はスポンジ状で柔 らかく、中の種子が透けてみえる。中の種子は茶褐色、倒 U字状に曲がっ

た円柱状で偏平。大きさl llull程度。種皮は膜状で薄 くやや透 き通 り柔 らかい。表面には微細な網

目があり縦筋が目立つ。

。オモダカ属 G悠,胞r筋) オモダカ科

果実が検出された。淡黄褐色、倒卵形で偏平。大きさ311ull程度。果皮は薄く翼状。翼の外形は

欠損しているため判別不可能であった。表面は微細な網目が縦方向に並ぶ。果皮は透き通るため、

中の種子が透けてみられる。中の種子は茶褐色、倒U字状に曲がった円柱状で偏平。種皮は膜状

で薄くやや透き通り柔らかい。表面には微細な網目があり縦筋が目立つ。

・オモダカ科 (Alismataceac)

種子が検出された。茶褐色、倒 U字状に曲がった円柱状で偏平。大きさl llull程度。種皮は膜状

で薄くやや透き通り柔らかい。表面には微細な網目があり縦筋が目立つ。

・イネ科 (Gramineac)

果実が検出された。大きさは211ull程度。側面観は細長い紡錘形で、表面はざらつく。薄くて弾

力がある。
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・スゲ属 (Cα ttιχ)  カヤツリグサ科

果実が検出された。異なる複数の種類を含む。淡褐色、倒卵形や涙形で偏平。大きさl llul程度。

果皮は薄く柔らかく、表面には微細な網目模様がありざらつく。

・ホタルイ属 (髭力οじ乃θヮJじじ肱d)  カヤツリグサ科

果実が検出された。黒褐色、片凸レンズ状の広倒卵形。長さ2111111、 幅1.511ull程度。背面はやや高

く稜がある。先端部は尖り、基部から伸びる逆刺のある髭状の腕が残る個体もみられた。表面は

光沢があり、不規則な波状の横穀状模様が発達する。

・カヤツリグサ科 (Cyperaceae)

果実が検出された。異なる複数の種類を一括した。茶～黒褐色、卵形体や、狭倒卵形状のやや

明瞭～明瞭な三稜形。先端部は尖り、基部は切形。長さ1.211ull程度。果皮は硬く、表面にはごく微

小な流状突起が密布する。

・タデ属 (Pοゥgο刀冴陶)  タデ科タデ属

果実が検出された。黒色、丸みのある菱形で三稜形。長さ2-3111111、 幅1.511111程度。表面は光沢が

強く、微細な網目模様がある。

・ナデンコ科 (Caryophyllaceac)

種子が検出された。黒色で、大きさはl llull程 度。表面には荒い突起が密に配列している。

・ネコノメソウ属 働 っsοψιゼ崩防阿)  ユキノンタ科

種子が検出された。大きさははl llull程度。褐色、楕円形で表面は光沢がある。表面には微細な

突起が全面を覆う。

。キジムシロ属―ヘビイチゴ属―オランダイチゴ属 (P兜肪JJ肋―D防肋じ∫乃gα―Fragα r,α) バラ科

種子が検出された。褐色。大きさはl llull程度。半月形で、一端に「へそ」が存在する。表面全

体はすじ状の模様があるが、不鮮明である。

・オ トギリソウ属 (rf/Pじr,α陶)  オ トギリソウ科

種子が検出された。長楕円形で大きさはl llllll程度。種皮は黒色で薄く、柔らかい。表面は亀甲

状の模様がある。

・アブラナ科 (Cruciferae)

種子が検出された。大きさはl IIll程度。楕円形で偏平。一端にへそがある。表面は薄くて柔ら

かく、ざらつく。へそから全体を2分する清がみられるが、全体の半分くらいのところで止まっ

ている。

・ヒシ (Trapα ♭Ψ ,刀οs'Roxb.var.乃阿ma′ Nakano)  アカバナ科ヒシ属

果実が検出された。褐色、偏平な倒三角形で大きさは4cm程度。三角形の端に刺があり、刺は

こぶ状にふくれる。果皮は厚い。なお、破片で棘の数・位置が不明なものはヒシ属とした。

・ヒメビシ (Trapα 肋じねα Sieb.et Zucc.)  アカバナ科 ヒシ属

果実が検出された。大きさは、棘の端から端までが2cm程度。逆三角形で、4棘がある。棘の先

端には、逆棘がみられる。果皮は比較的薄 くて堅 く、やや光沢がある。全体的に小 さくて、本体

と比較 して棘が長 く、かつ4棘があることからヒメビシとした。

・ ノ ブ ドウ lA鞄呼 Jqp∫た ♭χソ″ゼ腕ιЮじ防肋勉 (Ma�m.)TrautV。 )  ブ ドウ科 ノ ブ ドウ属

種子が検出された。灰褐色。広倒卵形、側面観は半広倒卵形で丸みがあり、基部はやや尖 る。
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径4.511ull程度。背面にはU字状に開いた 第 13表 樹種同定結果

さじ状の模様がある。なお、同定の根拠

となる背面が欠損する破損個体を、ブド

ウ科と同定するにとどめた。

・イヌコウジュ属 ●のs肋)  シソ科

果実が検出された。茶褐色、卵円形。

径1-1.511ull程 度。下端は舌状にわずかに突

出する。果皮はやや厚く硬く、表面には

大きく不規則な網目模様がある。

iナ ス科 (Solanaceae)

種子が検出された。大きさは211ull程度。

淡～茶褐色、歪な腎臓形で偏平。種皮は

薄く、側面のくびれた部分に勝がある。

表面は膳を中心として同心円状に星型状網目模様が発達する。

・ゴキヅル lAo肋ο敵物陶αんうα勉陶 (Ma�m.)Ma� m。)  ウリ科ゴキヅル属

種子が検出された。大 きさは l cm程 度。楕円形で偏平。一端にへそがある。表面は厚 く堅い。

薄くて堅い数本の膜状隆起がみられる。

(7)樹種同定

樹種同定結果を第13表 に示す。自然本は、全て落葉広葉樹で、7種類 (コ ナラ属コナラ亜属コ

ナラ節・クリ・エノキ属・ヤマグワ・カエデ属・エゴノキ属・ トネリコ属)主な解剖学的特徴を

以下に記す。

・コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節 (2冴じκ坊∫subgeno Lψ】』0♭αttЮ

"∫

sect.Pr,乃
"∫
)  ブナ科

環孔材で、孔圏部は1～ 2列、孔圏外で 急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列

する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、1～ 20細胞高の

ものと複合放射組織とがある。

・クリ (Cα∫勉乃ゼαじ躍刀αtt Sieb.et Zucc.)  ブナ科クリ属

環孔材で、孔圏部は1～4列、孔圏外で急激～やや緩やかに管径を減じたのち、漸減しながら火

炎状に配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、1～

15細胞高。

。エノキ属 (Cじ J′た)  ニレ科

環孔材で、孔圏部は1～ 3列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合し接線・斜方

向の紋様をなす。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認め

られる。放射組織は異性皿型、1～15細胞幅、1～ 50細胞高で鞘細胞が認められる。

・ヤマグワ (財θr"J αtts″切ねPoiret)  クヮ科クワ属

環孔材で、孔圏部は1～ 5列、晩材部へ向かって管径を漸減させ、のち塊状に複合する。道管は

単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性

Ⅱ～Ⅲ型、1～ 6細胞幅、1～ 50細胞高で、しばしば結晶を含む。

番号 遺構 層 位 樹  種

Wl SX01 ク リ

W‐2 SX01 エノキ属

W-3 基本層序 3b層 コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節

W4 基本層序 3b層 カエデ属

W5 SX01 コナラ属ヨナラ亜属コナラ節

W‐6 SX01 コナラ属ヨナラ亜属コナラ節

W‐ 7 基本層序 3b層 コナラ属ヨナラ亜属コナラ節

V8 SD02 ヤマグワ

W9 SD02 カエデ属

W10 SD01 c層 トネリコ属

1‐27 SX01 b層 エゴノキ属

SX01 b層 カエデ属

SX01 c―d層 カエデ属

35 SX01 じd層 カエデ属
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カエデ属 lAcιr)  カエデ科

散孔材で、管壁は薄く、横断面では角張った楕円形、単独および2～ 3個が複合して散在し、晩

材部へ向かって管径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は対列～交互状に配列、内壁には

らせん肥厚が認められる。放射組織は同性、1～ 5細胞幅、1～ 40細胞高。細胞壁の厚さが異なる

2種類の木繊維が木口面において不規則な紋様をなす。

エゴノキ属 (弦/餌) エゴノキ科

散孔材で、横断面では楕円形、単独または2～4個が複合して、年輪界に向かって径を漸減させ

ながら散在する。道管は階段穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性Ⅱ型、1～ 3

細胞幅、1～ 20細胞高。

トネリコ属 (gΥ鶴ヵ防d)  モクセイ科

環孔材で、孔圏部は2～ 3列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減する。道管壁は厚く、横断

面では円形～楕円形、単独または2個が複合、複合部はさらに厚くなる。道管は単穿孔を有し、

壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、1～ 3細胞幅、1～40細胞高。

4.考 察

(1)堆積層の年代観

基本層序3b層の試料番号24に認められた火山ガラスは、その高い屈折率から、日本列島に分布す

る火山を給源とするテフラに出来するものでない。町田・新井 (1992)な どの資料によれば、これ

までに日本で確認された後期更新世以降のテフラの中で、大陸の火山を給源とするテフラは、鬱陵隠

岐テフラ (U― Oki)と 白頭山苫小牧テフラ (B―Tm)の 2枚が知られている。U― Okiは、約9300年

前に韓国東方沖の鬱陵島の火山から噴出したテフラであり、B―Tmは西暦946～ 947年 に中華人民共

和国と朝鮮民主主義人民共和国との国境付近にある、白頭山から噴出したテフラとされる (町田ほか
,

1981;早ナ||・ ガヽ山,1998)。

上野A遺跡の地理的位置と試料が採取された層位、および同層準から得られた放射性炭素年代値が

約5190年前であることを考慮すれば、検出された火山ガラスは、U―Okiに 由来する可能性が高い。

ただし、U― Okiは軽石型火山ガラスを主体とすることから (町田ほか,1984)、 3b層の火山ガラス

はU―Okiと バブル型火山ガラスを主体とするテフラとが混在していると考えられる。混在しているテ

フラについては、U― Okiと 噴出年代の近いことと、富山平野におけるテフラの産状および褐色のバブ

ル型火山ガラスを伴うことなどから、約6300年前に九州南方の鬼界カルデラから噴出した鬼界アカ

ホヤ火山灰 (K―Ah:町田 。新井 ,1978)で ある可能性が高い。したがって、3b層 に濃集する火山

ガラスは、U― Okiと K―Ahの再堆積物であると考えられ、その堆積年代はK―Ahの噴出年代よりも新し

い。このことは、3b層から検出された材の放射性炭素年代値とも矛盾しない。さらに、今回得られ

た材の放射性炭素年代値は、これまでのデータからみて縄文時代前期後半頃にあたると考えられる

(キ ーリ。武藤 ,1982)。 これは直上土層の 2c層から縄文時代前期の土器が検出されていることと

も矛盾しない。したがって、今回得られた放射性炭素年代値は、木材が検出された3b層の泥炭層の

堆積年代をほぼ示 していると思われる。また、後述のように、3a。 3b層 を削って形成した流路

SD01検出の材の年代値もほぼ同様の年代値が得られている。以上のことにより、基本層序の3b層は

約5200年前頃に堆積したと考えられる。
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基本層序の2b層から採取した本材の放射性炭素年代値は、約4570年前の値が得られている。こ

の年代値はこれまでのデータからみて縄文時代中期中棄頃にあたる (キ ーリ・武藤 ,1982)。 2b層

は3b層の上位層であり両層の層位関係と年代値は整合する。よって、2b層は約4600年前頃に雄積

した可能性がある。さらに分析例を蓄積することにより、より確かな年代観が得られると考えられる。

SD01の b層の放射性炭素年代測定結果からは、約5230年前の値が得られ、基本層序3b層 とほぼ

同じ年代を示す。層位的にみると、SD01は 3a。 3b層を削り、2c層に覆われる流路であることから、

流路は基本層序の2c層より古い堆積物により埋積されている。上述のように2c層の上位に雄積する

2b層の年代値は約4600年前であることから、SD01は新しくとも約4600年前には完全に埋積して

いたと考えられる。これらのことから、基本層序3b層は前述のように約5200年前頃に堆積 し、

SD01は約5200～4600年前頃に形成・埋積したと考えられる。SDOlで検出された材は本来基本層

序3b層 に由来するもので、SD01形成時に削られ再堆積した可能性もある。

SX01の a層およびSD02の d層から得られた試料の年代値は、それぞれ約2360年前・約2320年前

である。SX01は基本層序の2aI層 を、SD02は基本層序の2aⅢ 層を削って流れる。よって、いずれ

の層準も基本層序2b層 より新しい雄積物である。2b層から得られた年代値と比較しても、両層とも

2b層より新しく矛盾がない。さらに、SD02の上位のc層からは天工山式土器が検出されており、古

くとも弥生中期後半、もしくは後期初頭以降に埋積したことが考えられる。このことも、層位的に矛

盾しない。以上のことにより、今回の測定年代はほぼ両層の堆積年代を示していると考えられる。し

たがって、SX01の a層 とSD02の d層は約2350年前頃に堆積したと考えられる。また、SX01の形成

時期、SX01c層～b層の理積時期については詳細にはわからないが、古くとも縄文時代中期以降、縄

文時代晩期頃までと考えられる。

今回の調査区で検出された基本層序の堆積物、流路内の埋積物はいずれも細粒の堆積物であるため、

主に開析谷を流れる河川による後背湿地堆積物と考えられる。開析谷を流れる河川は通常今回の調査

区よりも北側に流路があり、洪水時にのみ本地点のような後背湿地に氾濫が及んだと考えられる。洪

水時には本調査区で検出されたような流路が形成し、台地の崖線下に達したと考えられる。これらの

流路は洪水後には沼沢～湿地となり埋積していったと考えられる。

(2)堆積環境

基本層序の3b層 と2b層は、沼沢湿地付着生種群を含む流水不定性種や止水性種が多産し、流水性

種をほとんど伴わない。特に3b層で優占した物♭じ肋 r,α ′οじ鋭′ο∫αは、泥炭を形成するような貧栄

養の腐植酸性水域などで多く認められる種である。また、2b層 は駒♭ιJttr,α ′οccttJο∫αが減少し、

肘ク,c"肋 cο

“

″〃αじταが多産する。本種は、陸域にも水域にも生育する陸生珪藻B群に分類されるが、

この他に陸生種を伴わないことから、水域に生育した種と判断される。これらのことから、3b層 。

2b層堆積時は腐植酸性水域などの水域が想定され、いずれも止水域の環境であったと推測される。

2aⅡ 層と2a I層は無層理の灰色～灰白色粘土であるが、極端に珪藻化石の産出が少なくなり、そ

のほとんどが破壊 。溶解されていた。本地点の立地や本層準の層相などからは後背湿地の水成堆積物

と考えられるが、珪藻化石から2a層の堆積環境についての詳細な検討は困難である。このように珪

藻が少なかった理由としては、堆積速度が速かったか、あるいは堆積後に何らかの原因で珪藻化石が

溶解したことが考えられる。

SX01の a層・b層 。c層は、産出種の出現率が試料によって多少異なるものの、構成する群集組成
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に大きな変化が認めらない。珪藻化石群集では貧塩嫌塩性種・真十好酸性種・流水不定性種が多産し、

特に流水不定性種・止水性種の中には沼沢湿地付着生種群の種類数が多い。よって、a層～c層 とも

弱酸性を呈した貧栄養の沼沢地～湿地のような環境で堆積したことが推定される。

SD02については、a層 。c層 とも珪藻化石の産出が少なかったことから、堆積環境の詳細な検討は

困難である。ただし、少なからず水生の珪藻化石が検出されること、本地点の立地や埋積土の層相な

どから、後背湿地の水成堆積物と考えられる。

(3)当時の古植生

花粉分析結果をみると、基本層序およびSX01の b・ c層の群集組成と、SX01の a層およびSD02の

群集組成に、それぞれ類似性が認められる。年代的には約5200～ 2350年前頃までと、約2350年

前以降の群集組成に分けられる。

基本層序3b～2b層およびSX01の c～ b層 にかけての花粉化石群集は、コナラ亜属を主体として、

ブナ属・ニレ属―ケヤキ属などからなる群集組成を示す。また、本層準で検出された木材も、多くが

コナラ亜属コナラ節である。コナラやブナは、冷温帯性の落葉広葉樹林の主要構成要素である。これ

らのことから、約5200～2350年前頃の後背の丘陵上や山地には、コナラ亜属を中心とした落葉広

葉樹林が、やや標高の高いところにブナ属などを伴って分布していたと考えられる。

検出された植物化石の中で、山地縁辺部や渓谷など明るい林地を好む種類は多く、イヌガヤ・オニ

グルミ。イヌシデ 。コナラ亜属・ケヤキ・ムクノキ・ヤマグワ・カジノキ属・コブシ・マタタビ属・

サクラ属 。キハダ・ウルン属・カエデ属・イイギリ・ミズキ・クマノミズキ・エゴノキ属・クサギ・

ムラサキシキブ属・ニワトコなどが検出されている。このうち、花粉分析において多産したキハダ

属・ウルシ属は虫媒花であり、花粉の生産量が少ないことから、極めて局地的な要素を示していると

思われる。また、植物珪酸体分析からは、イネ科タケ亜科が多く検出されている。これらの豊富な樹

種が、低湿地から林縁部付近、後背丘陵の開折谷の斜面上などにかけて生育したものと考えられる。

遺跡から出上した種実で特に多かったものは、 トチノキ・ミズキ・エゴノキであった。花粉分析か

らもトチノキ属が多産している。基本層序やSX01の b・ c層に認められる泥炭には、木本質の植物遺

体が多く含まれる。これらのことから、遺跡周辺低地に生育していた トチノキやミズキ・エゴノキな

どが母材となり、木本質な泥炭層が形成されたと考えられる。本遺跡に近い小矢部市桜町遺跡では、

縄文時代後期の泥炭地からトチノキの埋没林とともに多量の種実が検出されており (北 日本新聞社 ,

1997)、 大門町小泉遺跡の縄文時代の泥炭地はハンノキ湿地林であったとされている (安田,1982a)。

このように砺波平野では、本遺跡同様木本類を母材とする泥炭の形成が確認されている。

また草本類では、ガマ属・ミクリ・ヨン属を含むイネ科・カヤツリグサ科 。ナデシコ科・アブラナ

科コウホネ属などが検出されている。これらの草本類は谷内の植生を反映していると考えられる。特

に遺跡周辺の湿地部や流路沿いには、ガマ属・ミクリ・ヨン属・コウホネ属などの水生植物が生育し

ていたと推定される。

一方、SX01の a層、およびSD02の c～a層 にかけての花粉群集は、スギ属が多産するのが特徴であ

る。また、SD02ではマツ属も産出する。これらのことから、SX01の a層 。SD02の c～ a層堆積時以

降、すなわち、約2350年前以降では、標高の高い山地上にブナ属が残るものの、丘陵上などに生育

していたコナラ亜属に替わリスギ属が増加し、マツ属などを伴う植生に変化したと推測される。とこ

ろで、スギ属の増加については、SX01の b層 中部付近から既に増加し始めている。このことから、
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本遺跡周辺では、約2350年前以前からスギ林が増加を始めていた可能性がある。本地域周辺におけ

る花粉分析結果では、約2000年前頃からスギ属が急増するとされている (た とえば高原 ,1998な

ど)。 また、本遺跡よりも海よりの低地に立地する大門町布 目沢東遺跡の結果でも、古墳時代以降 と

される試料からスギの花粉化石が増加 し、低地でのスギ林の存在が指摘されている (パ リノ・サーヴ

ェイ株式会社 ,1991)。 本遺跡でのスギ属の増加時期が、布 目沢東遺跡に比べて早いことは、本遺跡

のすぐ後背に宝達丘陵が存在することなど、地形的要因に起因するのかもしれない。

草本類についてみると、花粉化石・種実遺体のいずれにおいても、下位よりも産出量・種類数の増

加が認められる。SX01の a層 に認められる未分解泥炭は、基本層序やSX01下部で認められたような

木本質主体ではなく、草本質が主体である。これらのことから、当時の遺跡周辺には草本質泥炭の母

材となる草本類が、豊富に生育 していたと思われる。検出された草本類の中でも、ガマ属・ヘラオモ

ダカ 。オモダカ属・スゲ属・ホタルイ属・オ トギリソウ属・ツリフネソウ属・ヒメビシ・ヒシなどの

水生植物や、水生植物を含む分類群が多く認められる。植物珪酸体では、SX01か らヨシ属などが多

く検出される。認められた水生植物の中には、浅い池や川の淀みに生育するヘラオモダカ・オモダカ

属・ヒシなどや、河川沿いの湿地に生育するガマ・ツリフネソウ属・ヨシ属など、生育環境が若干異

なる種群が検出される。珪藻分析の結果も踏まえると、当時のSX01内 は腐植酸性の止水域であった

と推測され、流路内のやや深いところにヒシなどが、周囲の低湿地にガマやヨシ属などが、棲み分け

て生育 していたと思われる。SX01の a層 からは、栽培植物のイネ属の植物珪酸体もわずかに認めら

れている。ただし、このイネ属は、微量であることと本層準上位のlb層が水田層とされていること

を考慮すると、上位層からの落ち込みの可能性がある。またSD021よ、珪藻化石がほとんど産出しな

いが、花粉化石においてSX01の a層 と同様の群集組成が得 られていることから、SD02周辺 もSX01

に近い植生であったと推測される。

なお、富山県は海から山地までの距離が短 く勾配が急なため、狭い範囲の中に多くの植生をみるこ

とができる。このため、様々な植生帯を反映した植物化石が流入 し、種類数が豊富な化石群集となる

と考えられる。小矢部川の対岸にあたる扇状地扇端部の小泉遺跡・布 目沢遺跡などからも、縄文時代

の泥炭 層 が検 出 され て お り、豊富 な種類構成 か らな る植生復元 が な されてい る (安 田 ,

1982a,1982b;パ リノ・サーヴェイ株式会社 ,1991)。 これ らのことから考えると、今回のような

豊富な群集組成は、ラ波平野における特徴の一つといえる。

(4)植物利用状況

今回検出された種実の中には、食用となる種実が多く含まれている。木本類ではオニグル ミ・コナ

ラ亜属・ブナ・ムクノキ・ヤマグワ 。マタタビ属・サクラ属・ トチノキ・ ミズキ・クマノミズキ・ニ

ワ トコなどが、草本類ではヒシ・ヒメビシなどが該当する。特にオニグル ミとブナは、収量が多く保

存 も利 く種類である。今回検出された種実は、人為的な加工が認められるものがほとんど無く、幼果

も多数含まれていることから、大部分が自然に堆積 したものと推測 される。しかし、これらの種実が

本遺跡においても利用されていたことが考えられる。本遺跡周辺で利用されていた例として、呉羽丘

陵部に立地する南太閤山 I遺跡では、縄文時代前期の遺構からオニグル ミをはじめ、クリ・カヤ・ ト

チノキ・ヒシなどの破片が集中して検出されており、利用後の残澄を捨てたと考えられている (吉井 ,

1986)。 また、射水平野では丘陵と平野の縁辺部に、縄文時代の遺跡が多く分布するが、古植生から

考えると、豊富な植物質食糧が得 られる場所の近くに生活基盤を置いていたと推測される。
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なお、利用された種実の中にはナラ類や トチノキなどあくぬきが必要な堅果類 も検

出されている。縄文時代後期以降になると、各地の低湿地にこれらの加工場と思われ

る水場遺構が検出されるようになることから、とくに縄文時代後期以降にナラ類や ト

チノキなどの利用が盛んになったと推測 されている (渡辺 ,2000)。 これらのことを

考慮すると、本遺跡の段丘上では縄文時代前期の住居跡、縄文時代前期 。中期の遺物

が検出されているが、今回の調査区のような台地下の低地も何 らかの人間活動の場と

して利用されていたと考えられる。
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写真図版 1 火山ガラス・珪藻化石 (1)
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写真図版2 珪藻化石 (2)
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写真図版3 花粉化石
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写真図版4 植物珪酸体
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写真図版5 種実遺体 (1)
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写真図版6 種実遺体 (2)
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36. イイギリ (SX01,13)

38.ム ラサキシキブ属 (SX01;13)

40.ヘ ラオモダカ (SX01,7)
42.オモダカ科 (SX01;7)

44.ス ゲ属 (SX01 1 7)

46.カ ヤツリグサ科 (SX01 1 13)

48.ナデンコ科 (SX01,13)

50 ネコノメソウ属 (SX01;13)

52.オ トギリソウ属 (SX01;7)

54 ナス科 (基本層序 ;23)

写真図版フ 種実遺体 (3)
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1.コナラ属コナラ亜属コナラ節 (W-3)
2.ク リ (W-1)
3.エ ノキ属 (W-2)

a:木口,b:柾 日,ci板目

写真図版8 木材 (1)

‐  200μm;a

…
 200μ m;b,c
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1.ヤマグワ (W-3)
2.カ エデ属 (W-4)
3.ト ネリコ属 (SD01)

a:木日,b:柾 目,c:板目

写真図版9 木材 (2)

■■■ 200μm;a

- 200μ

m ib,c
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漆状塗膜の科学分析
漆器文化財科学研究所 四柳嘉章

I.は じめ に

平成18年度の上野A遺跡の発掘調査において溝SD01、 流路SX01か ら赤色塗彩の縄文土器 (前期

後葉)が出土した。この赤色塗彩の顔料・膠着液について分析を行ったので、結果を報告する。

Ⅱ.分析 の方法

赤色塗彩の顔料及び膠着液の分析は下記の方法を用いた。

①表面観察 実体顕微鏡と金属顕微鏡によって、塗膜の有無等の表面観察を行った。

②赤色顔料分析 エネルギー分散型蛍光X線分析装置により測定 (後述)。

③赤外分光分析 塗膜膠着液の同定。フーリエ変換赤外分光法 (FT― IR)を 用いた (後述)。

Ⅲ.分析結果

土器の表面観察 (写真図版10)

配 1(125)イよ内湾している部分 (内面)全体に赤色顔料が施されている。器面は平滑に調整され

ており、薄い塗膜が確認できる。表面は石英等の鉱物による亀裂が生じている。赤色の色調は、ベン

ガラ～赤錆色 (マ ンセル値、8R 3.5/7～ 9R 3.5/8.5)を 呈している。外面は石英・長石・雲母

などが表出し、ざらついた多孔質の状態である。器厚約3.511ull、 器形不詳。

お 2(126)も 平滑な内湾部分 (内面)に赤色顔料が施されており、塗膜が確認できる。赤色の色

調は配 1よ りも赤色がくすんだ枯茶色 (5R 4.5/4.5)を 呈しているが、水をつけると図版のよう

なベンガラ色 (8R 3.5/7)と なる。外面はわりと平滑で煤けた黒褐色を呈し、石英・長石・雲母

などが表出している。器厚約 4.511111、 器形不詳。

赤外分光分析 (第24・ 25図 )

分光学 (SpectrOscopy)は 「光と物質との相互作用によって生じる光の強度やエネルギー変化を

調べる学問」
つ
と定義され、固有の振動をしている分子に波長を連続的に変化させて赤外線を照射し

てゆくと、分子の固有振動と同じ周波数の赤外線が吸収され、分子構造に応じたスペクトルが得られ

る。このスペクトルから分子構造を解析する方法を赤外線吸収スペクトル法 (Infrared Absorption

Spectroscopy)と とヽう
2)。

漆塗膜の分析にはフーリエ変換赤外分光法 (Fourier Transform lnfrared Spectroscopy、 FT―

IR)を用いた。赤外光は近赤外 (波数14000～ 4000cFl、 波長700nm～ 2.5μ m)、 普通赤外 (波

数4000～ 400c√ 1、

波長2.5～ 25μ m)、 遠赤外 (波数400～ 10cm l、 波長25μ m～ l llllll)に 分けら

れるが、ここでは普通赤外光を用いる。波数は l cm当 たりの波の数で、振動数を光速度で割ったもの

であり、波長の逆数である。FT― IRは普通赤外の場合は波数4000～ 400cmlの光を2つの光束に分

割し、1つ は固定し (固定鏡)、 他方の光路長は可動ミラー (可動鏡)を用いて変化させる。つまり干

上野A遺跡 。前期縄文土器に塗装された
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第24図 漆塗膜の赤外線吸収スペク トル

Wavenumberlcm-1〕

①精製漆 (1992年作製)

②石川・北方E遺跡土師器漆液容器 (7世紀)

③上野A遺跡No.1

④石川 。西川島遺跡群白山橋遺跡須恵器漆液容器 (7世紀)

①精製漆 (1992年作製)

②新潟 。道下遺跡生漆 (10世紀)

③石,II・ 北方E遺跡接着漆 (7世紀)

④新潟・桑ノロ遺跡漆紙a(9～ 10世紀)

⑤上野鰻 跡No.2

⑥新潟・桑ノロ遺跡漆紙b(9～ 10世紀)

即
卿

Wavettumbelcm-11

分解               4cm-1

積算回数     16
アポダイゼーション  coslne

第25図 漆塗膜の赤外線吸収スペクトル
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渉計から位相の異なる光が出るわけで、2つの光束間の距離が変化すると干渉の結果、加え合わさっ

た部分と差し引かれた部分の系列が生ずることによって強度の変化が起こる。すなわち干渉図形が得

られる。フーリエ変換という数学的操作を行うと、干渉図形は時間領域から振動数領域のスペクトル

点の1つ に変換される。ピス トンの長さを連続的に変化させ、ミラーBの位置を調節して光束Bの光

路を変化させる。この変化させた各点において、つぎつぎとフーリエ変換を行うと完全な赤外スペク

トルが得られる
°
。

このようにして得られたスペクトルをあらかじめ得られている基準のスペクトルと比較することに

よって、塗装液の同定ができる。分析試料は2mgを 採取しKBr(臭化カリウム)100mgを メノウ鉢で

磨り潰して、これを錠剤成形器で加圧成形したものを用いた (錠剤法)。 測定条件は分解能4cn l、 積

算回数16、 アポダイゼーション関数Cosine。 縦軸は吸光度 (Abs)、 横軸は波数 (cFl)で ある。測

定機器は日本分光製FT― IR420。

第23図は上野A遺跡血1(3-2、 ③)試料と漆塗膜の基準データとして岩手県浄法寺産精製漆

(1992年製作、①)、 劣化漆塗膜のそれとして石川県珠洲市北方E遺跡漆液 (土師器容器、7世紀、②)、

石川県鳳至那穴水町西川島遺跡群白山橋遺跡漆液 (須恵器容器、7世紀、④)の赤外線吸収スペクト

ルを重ねたものである。上野A遺跡hl(③ )だ けのスペク トルからは、ウルシノキ (Rね ys

yernfcittra DoC.)の 漆塗膜とすることはできない。しかし顕微鋭による塗膜の確認と、劣化漆の典

型である北方E遺跡、白山橋遺跡の吸収を介在させることによって漆塗膜の可能性が引き出される。

劣化漆は1456～ 1390cm lが プロードとなり、1070～ 1040c141(ゴ ム質)の吸収増大が特色で、3400

cm l(水酸基、OH伸縮)、 2925～ 1920脈 I。 2850cml(アルキル基)の吸収は弱く、1720cml(カ

ルボニル基)、 1280cml(フ ェノール)の吸収は確認できない。

第24図 は上野A遺跡血2(281、 ⑤)試料と漆塗膜の基準データとして岩手県浄法寺産精製漆

(1992年製作、①)、 石川県珠洲市北方E遺跡漆液 (接着漆、7世紀、③)、 新潟県田上町道下遺跡生漆

(土師器容器、10世紀、②)、 新潟県新発田市桑ノロ遺跡漆紙文書 (9～ 10世紀、④⑥)の赤外線吸収

スペクトルを重ねたものである (ノ ーマライズ)。 上野A遺跡血2(281⑤)も比 1と 同様にこれだけで

は、漆塗膜と同定はできない。しかし桑ノロ遺跡漆紙文書のスペクトルを見ていただきたい。④はゴ

ム質の吸収が増大しているほかは、3400c√
1(水

酸基、OH伸縮)、 2925～ 1920cmI。 2850cFl(ア

ルキル基)、 1720cml(カ ルボニル基)、 1465c√
1(活

性メチレン基)、 1280c√
1(フ

ェノール)の吸収

などの吸収は漆塗膜の同定要素を満たしている。しかし⑥は同一資料の別の部分から採取した試料で

あるが、劣化変質により全く異なる吸収を示している。これが上野A遺跡血 2(⑤)と 同じ吸収であ

り、加えて劣化漆の典型である北方E遺跡漆液 (③ )、 道下遺跡生漆 (②)と も近似した吸収を示して

いる。顕微鏡的にも塗膜層が確認できることから、配1同様漆塗膜の可能性があると判断される。

蛍光X線分析 (第26図 )

血卜 2の赤色顔料特定のために、エネルギー分散型蛍光X線分析を行った。蛍光X線分析は試料

にX線を当てると、元素特有のX線 (特性X線ないし固有X線)が発生 (放出)す る。この波長と強

度を測定することによって元素の定性や定量分析を行う方法である。Ll・ 2と もに同じ結果であっ

た。第26図は配 1の結果である。
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第26図 赤色塗膜 (No.1)の蛍光X線定性分析スペクトル

6 1Sg 180 192

使用機器

使用管球

検出器

測定条件

PHILIPS/PW4025、 エネルギー分散型蛍光X線分析装置。

Rhタ ーゲット9W。

高分解能電子冷却 Si半導体検出器。

30kV、 20μ A、 フィルター Kapton、 100sec。

測定室雰囲気 :大気。測定部径は l llllll。 サンプルカップに入れて測定。

分析結果 :半定量値で主な酸化物組成はFe203 91.8%、 つまリベンガラである。鉄分には漆および土

器胎土に由来するものも含まれている。

Ⅳ.おわりに

以上溝SD01、 流路SX01か ら出上した赤色塗彩縄文土器 (前期後葉、蜆ヶ森式～福浦上層式)の塗

膜及び赤色顔料の分析結果を報告した。赤色顔料は肉眼観察でも塗膜の存在が確認でき、赤外分光分

析の結果、膠着液は劣化変質しているが漆の可能性が高いと判断した。赤色顔料はベンガラである。

これがいわゆるパイプ状ベンガラ粒子かは確認していない。

さて、富山県で最古の縄文漆器とされるものは、小杉町南太閤山 I遺跡出土のヒョウタン (前期前

半)で、体部外面には赤色 (ベ ンガラ)漆、内面にも薄く塗りが認められると報告されている
°
。そ

の後、国立歴史民俗博物館の永嶋正春氏によって、塗膜の層構造の分析がおこなわれ、同館の『漆文

化―縄文・弥生時代』
°
に顕微鏡写真が掲載されている。赤外分光分析法や熱分解質量分析法による

漆成分の検出が行われていないため断定はできないが、顕微鏡写真でみるかぎり漆塗膜の可能性は高
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いと思われる。これに次ぐ時期は上野A遺跡であり、県内での上器塗装例としては最古ということに

なる
6)。

いうまでもなく漆それ自体は塗料ないし接着液であるが、他の素地 (木・竹やつる性植物・皮革 。

土器など)と結びつくことによって付加価値を持った新たな個体を創造する。縄文時代の漆器は椀・

皿・鉢 。
(竹製編物)の容器、弓・太刀などの武器、櫛・腕輪・耳飾り。首飾り。腰飾りなどの装身具、

杓子など多岐にわたるが、地域的に偏りがあり十分な科学的調査がなされていない。北陸の縄文漆器

の概要は富山県朝日町境A遺跡
の

といくつかの報告
の
があるが、本例は縄文前期の分析例として貴重

である。日本海沿いには前期段階の石川県三引遺跡櫛、福井県鳥浜貝塚櫛、山形県押出遺跡有孔浅鉢

土器、島根県夫手遺跡漆液容器をはじめとして、縄文時代全体を通して漆器出土遺跡の分布が顕著で

あり、日本海はまた「漆海道」でもあった
働
。
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町道上野西線

調査対象地

蝿饉調査対劾

写真図版 11 遺跡遠景写真 北から (上段)垂 直 (中段)南 東から (下段)



写真図版 12 調査区全景 (西から)



写真図版13 遺構 。遺物 上段 :溝SD01完掘写真 (北東から)下 段 :赤色塗装された縄文土器



写真図版14 航空写真 (1958年撮影)



写真図版 15 調査経過写真 1.調査前 (西から)2,調査前 (北から)34包 含層掘削状況

56遺構掘削状況



写真図版 16 溝SD01 1検 出状況 (北東から)

4,土層断面 (南から)

2.完掘状況 3アゼNo,3断面 (東から)



写真図版 lフ 流路SX01 1樹 木出土状況 (東から)

4樹木出土状況 (南から)

2樹木出土状況 (北から) 3樹木出土状況 (東から)

5樹木出土状況 (南から)



写真図版 18 遺修出土状況  1.石匙 (SD01)2,磨製石斧 (SDOl)3.縄 文土器 (包含層)

4.黒曜石剥片 (SD01) 5～ フ,SD01遺物出土状況



鬱
．

写真図版19 出土遺物 (1) 溝SD01出土縄文土器 (福浦下層～蜆ヶ森Ⅱ式) ※1/2
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写真図版21 出土遺物(3) 溝SD01出土縄文土器(福浦上層Π式) ※1/2
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写真図版23 出土遺物 (5) 流路SX01・ 溝SD02・ 遺物包含層出土縄文土器 ※1/2
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上段 :縄文石器 (溝SD01出上分) ※1/2

下段 :天王山式土器 (下段は下老子笹川遺跡出土品) ※1/2



写真図版25 出土遺物 (フ)植 物・種実遺体出土品
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